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｢森林の未来像｣ヘの疑問
－日本林学会大会特別企画シンポジウム「森

林･林業･林産の未来像(Ⅱ)｣に参加して－
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はじめに

報告の要旨

*林政総合調査研究所

去る4月2日，第91回日本林学会大会特別企画シンポジウム「森林・林業・林

産の未来像(Ⅱ)」が開催された。このシンポジウムは，吉良竜夫『森林の未来像』）

紙野伸二『森林・林業・林産の未来像』，林大九郎『林産部i!ﾘの展望』の3報告と

赤井龍男，有光一登，村島由直の3氏の報告に対するコメントによって行なわれた

昨年のシンポジウムをひきついだものである。昨年と異なって今回のシンポジウム

は，コメン|､なしに赤井龍男『森林の未来像』，船越昭治『林業の未来像』，繁澤静

夫『林産の未来像』の報告にもとづいて直接会員による討論を行なう型ですすめら

れ，座長には昨年同様に中野秀章，半田良一の両氏があたられた。報告要旨はつぎ

のとおりである。

森林の未来像赤井龍男

1．未来像の目標

森林の伐採が数回繰り返される数百年を港察のタイムスパンとし，森林の理想型として

“人間が幸せに生き続けるための森林，，を目標におき，地球的規模でみた森林の重要性，生

態系からみた日本の森林の位慨（パルプ資源の問題を除く）についての基本戦略について

は，原則的に昨年のシンポジウムにおける吉良氏の考え方を受けつぐ。

2．経済性と公益性の中身

上の問題意識を基底に，日本の森林を現場つまりある地域，地方をとりあげ，そのなかに

未来像を考えてみたい。つまり空間的広がりを時間的経過のなかで具体化し，レイアウトし

てみたい。ところで森林には経済性と公益性の機能があるが，この両機能の二律背反性の論

議，調和政策の理論的提言は数多いが，具体論において多少混乱があると思う。公益性のう

ち，風致・保健などの心身的効用（レクリエーション機能）は，主として森林の伐採によっ

てえられる経済性とは相入れない。これに対し，土砂流失・水源かん謎などの物理的効用

（国土保全機能）は，林業の永続性を原則とする限り，森林生産量の保続，そのための林地

保全が経済性の基盤であるので，論理的に合致するはずである。しかし，林業の経済性につ

いては価値観の変動をともなうような長期にわたる需要予測にもとづいた生産計画がたてら

れるかどうか，また保続性と経済性を満足させるものとして標準伐期齢が機能しているかに

は疑問がある。

3．主として心身的機能を満たすべき森林

都市近郊林とかレクリエーションの森などが対象となり，具体的な空間的配置によってそ

の重要性に濃淡（遠景，特別な景観の維持が必要な場合と単に緑がもとめられる場合）が生

じるが，森林の姿としては“より自然性”がもとめられ，択伐・群状択伐・保存帯の設定な



シンポジウム会場

（筑波大にて）

ど風致施業が必要となる。条件によっては副次的に経済性を補うことがある。心身的効用を

満たすに必要な森休を全国的に総合的に線引し，レイアウトし，それらの森林の施業を制限

すべきであり，当面公用制限，施業規制を課すのが効果的であるので，民有林に対しては損

失補償・優遇措置を識じる。このことにかかわる費用負担・便益供与については政策問題で

ある。

4．主として林業を指向する森林

農山村の大部分の森林がこれにあたるが，表土の流出，地力低下を生じさせないような施

業が必要であり広い面積の皆伐施業はあらゆる面から当然さけるべきである。大面積皆伐が

土壌の有効成分を流出させること，裟土流出が大きいこと，皆伐施業を数世代にわたってつ

づけると土壌中の有機物が減少し，地力減退がおきること，針葉樹単純林への下層植生の導

入によって地力維持がはかられること，広葉樹の地力増進，樹齢が高くなるほど土壌流出が

大きいことなどの研究成果がでているが，この部門の研究成果はなお不十分であるが，これ

らの数少ない情報から皆伐面積の狭小化による土砂流出の減少，広葉樹林および非皆伐施業

による林地保全，長伐期施業による地力回復などが十分考えられる小面積の3桁の長伐期施

業が必要であり，これまでの平均成長瞳最多の伐期齢ではなく，「林力保全伐期齢」を考え

るべきである。

このような考え方から，①尾根，急傾斜地は雑木林とし，②地力の低い地域は長伐期大径

材生産林とし，③豊度の高いところは高品質材，優良大径材生産にあてはまるようレイアウ

トする。一方，現実にも密植短伐期林業地帯での高伐期化，長伐期疎放林業地帯での短伐期

化などが生じている。あるまとまりのある流域・地域内に，特に林地保全を配慮して，一般

用材・無節柱材・大径材・特殊材を生産する森林と広葉樹林を分散配置させ，モザイク的施

業を行ない，多品質・多用途の可変的スI､ツクをもつ森林を造成し，多品質多品目の在庫を

もつ倉庫業としての林業を成立させる。これが森林の未来像である。これを動かすには，公

的機関の助成，指導と新しい組織（管理委託会社）による運用が泌要と思う。

林 業の未来像船越昭治

I)1回79年のシンポジウムにおいて，紙野伸二氏は森林の未来像にせまる手がかりとして，

エコロジー（森林）・エコノミー（林業）・テクノロジー（林産）の一体化と，地域の広が

りの中での具体的設計を提唱された。これを受け，1山村の具体的な林業地域づくりを取り

あげながら，課題に接近してみたい。

地域林業の設計･には，どのような経済社会を想定するかが前提となるが，ここでは林業の

未来を，一応21世紀初頭におくこととする。林産物市場は世界的には人工林材への漸次的

移行，一方，森林に対する公益的機能やエネルギー問題のかかわりの強まるという状況など

にかかわって，いま想定される前提ないし見通しとしては，まず第1には，世界的にみて発

展国と途上国の森林資源問題つまり，資源戦略・資源ナショナリズムは存在しつづける一

方，世界の木材供給は針葉樹材では天然林から人工林へ，広葉樹材は生産の奥地化がすす

み，総体的に低下すること，第2には，国内的にみると，林業白書が「21世紀は国産材時

3
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代」と指摘するように国内資源は成熟化しつつあり，木材自給率は高まる可能性をもつが，

この資源が具体的に木材生産としてでてくるかどうかという資源と生産との矛盾がでてくる

こと，産地間競争が激化し，特徴をもった産地が芽生えること，また，森林に対する公益的

機能の要請が強まり，公的規制の内容や対象は拡大するが，林業の生産機能を低下させるほ

どの公的管理の徹底化がすすまないこと，エネルギー問題がでてきているが，かつての薪炭

のような基幹的なエネルギーにはなり得ないことをあげることができる。

林業を地域的にみると第1には，明治前から産地として確立した有名林業地帯がある。こ

こでは豊富な蓄積をもち，品揃えと市場性のある銘柄材を供給する産地であるが，この旧産

地では林業生産から流通・加工まで有機的に結合されたシステムとして体系化されているも

のは少ない。これに対して第2は，各地で新しく産地化した地域で，地域から生産された木

材を対象に周辺部内をまきこんで集讃し，つまり販売できるものを集めて市場をつくりあげ

た産地である。これらの地域がごく近い将来どうなるかであるが，日本の林業地域では単層

|'|勺な林業地（林業が地域の経済活動の中心となる林業モノカルチャー）と多層的林業地滞

（林業が農業・中小企業など地域産業の1つとして成立する）とがある。日本林業のなかで

鎧的に多いのは，林業資木や林業労側として分化し，特化する型ではなく，農家林業として

形成されたものである。しかもこの農家林業が経営的に結合されて成立していたのではな

く，農家経営の余剰を単に森林に投下されたものにすぎず，今後農家休業が経営として結合

されて展開するためには，あるいは地域として自立化するためには，地域の構造が複合的な

なかで森林がモザイク的になるとともに地域そのものがモザイク的になり，産業間の有機的

な結合のなかで追求されなくてはならない。

最近，農業と林業をバラバラにせずに，単に生産力を物量でとらえない「地域農林生産

力」が提唱されているが，これは，林業生産力を地域のメカニズムのなかでとらえなおし，

たとえば開発か保全かを調和させる具体的な装置を地域の機能にもとめる。したがってここ

では地域がもっている自立性，バランス機能（土地，資本はもとより人間，文化，伝統）を

さがし出すことがもとめられる。このことがわが国の森林資源の成熟を林業生産として具体

化させるうえで基本的に重要であり，こうした立場から岩手県住田町で具体的な地域林業の

設計つまりいま林業技術者としてできる最低のプランづくりに取り組んだのである。

この町は，3万haの森林と8千人の人口を擁し，住田型農業として近代型複合経営を碓

立したが，より多く複合化を要する山村部では適用しえずに林業の問題があらためて問われ

ていた。そこで，①土地利用区分（木材･生産を目的にした林業地を確立する)，②山づくり

の目標（良質材・並材・・広葉樹の複合生産)，③林業を支える組織の確立（森林組合が弱体

であるので，部落・集落の生産機能をほりおこす)，④地元の木材消費には地元材をあてる

ことをきめ,250mメッシュで土地利用区分を行ない,2.5haの各経営団地についての樹種

や施業目標を設定し，集落のもつ生産機能を強めるとともに共同体的関係を社会契約的関係

にかえるなどによって「契約団地」を設定した。現在は育林段階にあるが，今後流通・加工

が問題となるが，この場合にも地域特有のキャパシティーやいろいろの力を利用することが

大事であり，この地域の200人をこえる大工・労働者が地元材を本格的に利用することが将

来重要となると考えられる。

林 産の未来像繁澤静夫

木材産業の将来を見通すことは，最近の激変する経済環境のもとではきわめて困難であ

る。将来の木材産業に影響を与える因子はいろいろあるが，その中で木材需要に規定される

面が強く，わが国の木材，需要は，内蒋的に変化しつつも量的には今後も着実に増加すると考

えられるが，それを見通すことは不可能である。また，木材加工産業は，供給される原料木

材の量と質によって著しい影響をうける。

ところで林野庁の木材需給の長期見通しの中間親告によると，51年の1億400万In3から

61年の1億1,910万m3,71年の1"3,300万XnSv､'木材供給は国産材が,51年の3,820万

rn3から61年の4,600万m3,71年の5,770万rn31外材.が6,620万m8,61年の7,300万Xnll9

71年の7,600万rn8に増加するとされている。すなわち，わが国の将来の木材供給は，人工

造林材を主とする国産材の供給は将来大幅に増加するが，ひきつづき大量の木材を輸入せざ



るを得ないということである。そして予想される輸入材の量と質は，将来においては現状と

は著しく異なったものとならざるを得ない。森林の公益的機能についての世界的な関心の高

まりの中で，木材需要が世界的にタイ1，になることが予想されるが，特にわが国との関連に
おいては，米国太平洋岸の針葉樹一次林材は，丸太輸出が禁止されている連邦有林を除い

て，大部分が伐採されてしまうであろうし，合板産業の主原料となっている南洋材は，さら

に早い時点で供給の大幅な減少を予想せざるを得ない。ソ連の針葉樹材にしても，もしわが

国が量を求めるとすれば，現在わが国があまり歓迎していないカラマツを主体とせざるを得

ないであろう。

このようなことから木材工業に供給される原木の変化は，①国産材の増加，②輸入材の質

的低下，③南洋材の急激な供給減，④大径貴重材の減少，⑤加工品輸入の増加である。わが

国の木材加工産業は，このような予想される原料供給事情の変化への対応を迫られている

が，今世紀末までは基本的には変わらないと考えられる。しかし，わが国の製材・合板・集

成材等既存の木材産業は，その椛造問題も含めてかなり早いテンポで変貌するものと考えら

れる。

まず製材工場についてみると，外材工場と国産材工場に分かれているが，国産材の増加に

対応せざるを得ないが,I刺礎材の供給は単位が小さく不連続であり，地域林業の調盤や同ら

木材生産を行なうなどが要勝される。この点でノルウェー，スウェーデンの最近の動きは注

目させる。すなわち，!輸出オーバーから需給バランスがくずれたため，地域区分を行なって

地域間の木材流動を制限し，業種間の澗整を行なうとともに森林組合と木材工業との間で価

格協定を行なうなどして，設伽の制限と二次加工を行なって国際競争力を,餅めている。

つぎに，合板工業では，ラワン材丸太の生産，輸入が大幅に減少するという大きな問題を

かかえているが，この点でアメリカの合板工業がダグラスファー合板からサーザンパイン合

板へと移行したことや，フィンランドの合板工業がカバ合板からスプルース等針葉樹合板に

転換したことは注目される。しかし日本の場合は，国産針葉樹への転換は，価格的に困難で

あり，ソ連材・ニュージランド材･への依存も技術的にむずかしく，南洋材への依存をつづけ

なければならないので，南洋材の未利用樹種，沈木などを加工することが必要である。他

方，日本の集成材生産は，大径柵造材の生産としてではなく化粧材の生産という特殊な型で

発展し，今後も優良材への志向が強いと考えられるので発展が期待され，地域林業と結びつ

いた労働集約的なローカル産業としての発展が展望される。また，ファイバーボードやパー

チィクルボード産業は工場残材を原料とするという点で有利であり，その発展の可能性は大

きい。

一方において原料事悩，エネルギー事憎，あるいは製品市場の要求に対応して，新しい木

材加工製品が市場に数多く登場してくることが予想される。特に優良大径木の供給減を反映

して，木材加工業の接着剤や他物質への依存度がさらに高まるものと考えられ，企業の持つ

技術と研究開発能力が将来の企業の優劣をきめる重要な要因となるであろう。

林業にかぎらずまたいかなるI1寺代であっても，その“未来”を語るのはきわめて

むずかしい。ところが本シンポジウム報告においては，考察のタイムスパンに数百

年あるいは数十年という差はあるものの，森林のあるいは林業・林産業のあるべき

将来をとりわけ赤井氏の報告では展望をもって論じられていた。このことに“とま

どい”をいだかざるを得なかったのである。私の知見の狭さによるのかもしれない

が，森林をめぐってはそのとめどもない破壊が，林業にかかわっては国有林や林家

の経営危機や林業労働災害が，そして林産業では未曾有の倒産と業況不振が，広く

深く進行し，この“八方ふさがり”的危機をどう乗り越えるかが切実な問題であ

り，“未来”を語るゆとりなどあろうはずがないと思いつめていたからかもしれな

い。

研究者がそれぞれのパースペクティブにもとづいて専門分野の研究をすすめてい

5
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赤井報告への初発

の疑問

るであろうことは疑いのないところである。しかし，ここでいうパースペクティブ

は，研究の対象や方法にかかわって研究者がいやおうなしに対決せねばならないも

の，さらにいえばこれまでの“生きざま”や世界観をかけた研究者としてのレーゾ

ンデートルそのものにかかわるものであって，安直に未来を語ることとは次元を異

にする。社会的な事象はもちろん自然的な事象であっても，ある事象の“未来”を

“未来”として論ずることは，単に事が複雑だからではなく，事の性質上，法則性

を見いだすことを基本とする研究とはなかなかあい入れないものがあり，それをあ

えてやることは，私にとっていつでも苦渋にみちみちたものたらざるを得ないであ

ろうと思う。「告発」のもつダイナミズムをのみ過大に評価し，「提案」のもつ職棚

的意義を認めない,"Sollen恐怖症”のそしりを甘受することをいとわないが，た

とえばローマ・クラブのレポート『成長の限界』をとっても，そこでいかに科学的

なよそおいで装飾されていようと，私にとって単純な「終末論」的ペシミズムを見

いだすにすぎない。

3氏の報告要旨の整理を終えたいま，初発の“とまどい”は消えるどころかます

ます強まり，このシンポジウムの論評を引き受けたこと自体を深く後悔するところ

まで進んでしまっている。ミスキャストであることを自覚しつつ，あえて一口でこ

のシンポジウムの印象をいえば，極論すれば別世界にまぎれこんだ心境であり，さ

まざまな提案に「なぜ？」をあらためて連発せざるを得ない心境なのである。

たとえば，赤井龍男氏は心身的効用をもつ森林と林地保全を考慮した被雑なモザ

イク型の構成をもつ森林とに日本の森林全体について線引し，レイアウトすること

を提案されている。レクや保健休謎のための森林や森地保全にかなった林業生産が

必要なことを否定するものはいないであろう。しかし，それならこれまでの期間，

学術上も含めて貴重な植物群落や原生林でさえ破壊されてきたのはなぜか，あるい

はまた氏が提唱する3桁の長伐期施業を是認するとして，なぜこれまで密植短伐期

施業＝針葉樹単純林施業が広範に存在しつづけたのだろうか。さらにまた，これま

での長い期間，赤井氏のいう林地保全伐期齢ではなく，たとえば材穂収謹最多伐期

齢がたとえ理念的とはいえ森林施業の原則とされてきたのはなぜか。これらへの回

答が用意さるべきことは，あらゆる理論が実践によってためされることを通じて科

学として継承発展されるものであることを思えば当然のことというべきであろう。

このような意味で都市近郊国有林について具体的な風致施業計画を樹立された赤

井氏の実践には高い評価が与えられてしかるべきである。しかし，なぜことあらた

めて風致施業が必要となってきたのかを問わないとすれば，“人間が幸せに生き続

けるための森林”ではなく，遠景など景観のための森林に，さらにいえば景観のた

めの施業技術にすぎなくなってしまうのである。私にとってなによりも大事なこと

は，究極的には「現実の生命の生産と再生産」以外にはあり得ない。ひるがえって

考えるまでもなく，森林の歴史は耕地のためにきりひらかれ，工業のための燃料を

供給するために伐採しつづけられたが，人間の生産活動は，ある意味では常に森林

をはじめ自然環境を破壊するものであり，このことを一般的に否定してしまって

は，技術も科学も成立しないし，必要もなくなるであろう。



問題なのは，「1の地方では森林が牧野否な耕地を犠牲にして増進しているの

に，他の地方では森林は，それが雪崩や洪水の危険に対する保謹として絶対に必要

であり，したがって雪崩や洪水，山崩れが耕地を破壊する様なところにおいて消滅

している」（カウツキー『農業問題』下巻）ところにある。日本の現代に即してい

えば，緑が必要な都会においては森林の破壊が大規模に進められ，その活用をはか

られねばならぬ山村では森林が過剰なのであり，このような矛盾を生みおとす生産

様式にメスをいれないでは，さらに具体的にいえば大都市のかぎりないスプロール

化を是認したままで心身的効用のための森林を全国的に配置することは，机上では

~iﾘ能であっても実践的には不可能ないし無意味なことである。この問題にかかわっ

て私が想起するのは，わずか150万円の経費の廃水処理装置をもうけておれば，水

俣病のあの悲惨な事態はさけ得たという宇井純氏の指摘（伊東光晴『現代経済を

考える』）であり，また，林道建設のためにしばしば行なわれる大規棋な自然破壊

は，山岳道路の計画，設計者や施工者に道路建設による自然破壊を食いとめようと

する意志が欠如しているからだという宮脇昭氏の指摘（『林業技術』340号）であ

る。このような現代の生産様式が生みおとす森林の破壊を食いとめるための装置な

しに，物的な森林の配置をいくらたくみに行なったとしても“ザルに水をくむ”の

たぐいにならない保証はない。私が望みたいのは，巨大な生産力と引きかえに生み

おとされる膨大な産業廃棄物や環境の破壊，汚染のしりぬぐいをするコストのかか

る森林施業ではなく，わずかな注意で引き起こさずにすむ森林破壊を制御する施業

基準の確立である。

また，赤井氏は，心身的効用のための森林では森林のもつ公益的機能と経済的機

能は全く相反し,両立しえないとし,心身的効用を満たすための森林に対する施薬制

限を提言されている。いまその現実可能性を問わないとしても，森林がもつ機能が

このような形で明別されねばならぬほど厳密なものではあり得ない。ごく特殊な学

術上の森林ならばともかく，たとえばスキー場が夏場に牧野として利用されたり，

しいたけ原木が採取されたりすることのほうが普通であり，自然なように思われ

る。損失補償まで行なって施業規制を行なおうとするのは，氏が日本の森林を全体

として一元的に管理しようとする発想をおもちだからではないだろうか。

地力維持の面から大面積皆伐がもたらす弊害についての赤jl:報告は説得的であっ

た。しかし，つづけて皆伐をさけ「林地保全伐期齢」なる長伐期施薬を基本に，あ

るまとまりのある地域内の森林を多品質，多用途の可変的ストックをもつモザイク

型の森林に作りかえ，それを運営するための管理委託会社を設立するという提案に

はおどろかざるを得ないのである。これは地域内森林の一元的管理にほかならず，

公的機関による統制が予定されているのかもしれない。この提案は森林の超合理的

な施業によって国民生活に必要な木材を提供しようとするもののように思われる

が，この発想には国民という名の抽象的な人間はでてきても，生身の生活をかけた

生産的実践の場に壷場する人間は論外におしやられている。

森林経理学（施業論）は，かつて戦時中の木材統制や戦後の森林計画制度のなか

で，植伐計画の技術的基礎を提供していた。森林経理学こそドイツ官房林学の嫡子

7
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おわりに

であったが，戦時中には緊急臨時伐採という軍事的要請の前に，戦後においては木

材需要の急増という木材消費資本の要請の前に，それがもつ植伐統制は無力そのも

のであった。技術や技術者が本当にためされるのは，矛盾が激化する時代において

であり，この点で森林経理学の果たした歴史的役割はいまやIﾘj雌であるように思わ

れる。その最大の欠陥は，人間不在の物的組織論にとどまっていたからである。赤

井氏の地域ごとのモザイク型森林ストックの造成とその一元的管理という発想に，

旧「森林経理学」の再来をみるのは読みすぎであろうか。

最近目立ってきた新しい林業政策の方向は，団地共同施業にしても森林総合整備

事業にしても，個別林家の振興によるものから地域を単位にした林業振興に大きく

傾斜しつつある。これらの動きは，林業地域の「種別化」政策にかかわる一方，生

産の現場である農山村住民側からの要請もあるなど現代にふさわしく複雑な性格を

もつものであるが，後者の内発性に視点をおくとすれば，現下の公的統制による森

林の一元的管理とは無縁であるが，一方国土の「種別化」（風致林と経済林の区分）

の視点からすれば，有力な技術的基礎たりうるのかもしれない。

森林経理学が無力であったのは，たかだか国有林の管理技術になったにすぎず，

林業生産の実践の場でためされなかったからであろう。森林の取扱いに対する赤井

氏の主観はともかく，氏が提唱する林地保全伐期齢による長伐期施業は，戦後各地

に成立した密植造林地をかかえる地域の，あるいは林家の林業経営という実践の場

の技術たり得ない。なぜならば，彼らが植林・手入れするのは，森林そのものをつ

くることにあるのではなく，それによって生活の種を得ることにおかれているから

である。いま必要なのは，900万haに達する人工林，とりわけその多くの部分を占

める幼齢林の保育技術や間伐技術の開発であり，その施業論的位置づけのように思

われてならない。

私は赤井氏の問題提起にこだわりすぎてしまったようだ。むしろ明確に，具体的

に“森林の未来像”を大胆に提示されたことに素直に敬意をこそ表わすべきであっ

たのかもしれない。しかし，シンポジウムにおいて，①林地保全伐期齢とモザイク

型森林の利用伐期齢との関係，②短伐期と長伐期を区分する指標，③地力維持I'1心

の土づくり林業への疑問などが専門家から提出されたことは，参加者の多くにとっ

ても疑問のある報告であったことを示している。これらの討論を通じて赤井報告に

対する私の理解や関心を深めたのであるが，それにしても専門外の分野に属するこ

とのため私のとんでもない誤解のうえに立った論評になったかもしれないことをお

わび申し上げておきたい。

また，船越報告と繁澤報告に全くふれることができなかったので，私の理解し得

た範囲でできるだけくわしく報告要旨をあげることによってその責めの一端をふさ

ぎたいと思う。なお，船越氏の住田町における林業振興方策についての報告は，氏

が援用された新しい生産力概念ともかかわって今後の論争が期待されるが，船越報

告は“地上のパラダイスのために行動を1つにすることのほうが，天上のパラダイ

スに関して意見を1つにすることよりも大切である”という言葉を私に思い出させ

てくれたことを付言して筆をおきたい。＜完＞
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福岡県水卿森基金について
－緑と水の豊かな郷土をめざして－

I

’
千万円という全国に比類のない規模で，昭和54年10月

1H財団法人福岡県水源の森甚金がスタートした。以下

総金創設に当たっての背景，事業内容，今後の課題等に

ついて述べてみたい。

はじめに

わが国経済は，戦後の復興期から高度成長期を経て，

低成長期を迎えたが，森林の公雑的機能が今日ほど重要

視される時代はかつてないであろう。もはや森林・林業

問題は国民生活上の基幹的問題となっている。

本県は長期ビジョン，中期計画のなかで「緑のなかの

繁栄」を目標として県政が進められてきた。そして昨年

11月5日「育てよう緑と水の豊かな郷士」を大会スロー

ガンに全国育樹祭を開催した。これは本県が一昨年の水

飢きんにみまわれ，県民が森絲;の水源かん謎機能の偉大

さを認識したことに無縁ではない。

大会の皇太子殿下のお言葉の中に「森林は，台風によ

る痛ましい披害から国土を守るきわめて大切な役割を果

たしています。そればかりでなく保育と管理を適正にす

れば，林産資源は，いつまでも再生産できる資源でもあ

ります。しかし，緑の恵みを永年にわたって享受するた

めには，地域の生態的特性を考慮した計画的植休・手入

れ・伐採が必要であり，関係者のいっそうの理解と努力

が期待されるのであります。福岡県は，昨年異常な水不

足に見舞われ，県民のご苦労は，非常なものであったこ

とを深くお察しします。しかしその後，県民が一致して

水の守りである森林をさらに充実するよう努力している

ことは，今後の水資源確保のためにもまことに有意義な

ことであります」と森林の大切さを述べられている。

本県の森林の状況をみると，宅地化が進み，腿地・ゴ

ルフ場用地等への転用が著しく，森林率は昭和47年48

％であったものが，53年には45影に落込んでいる。こ

のような状況下で森林のもつ公益的機能に対する県民の

要請は高まり，水源の確保・環境保全的立場から，森林

の質すなわち機能の高い健全な森林を造成する必要に迫

られたのである。水飢きんの教訓を生かし，水源かん謎

機能の充実，林業振興をめざして，年間総事業費5億3

1．北部九州の水飢きんの教訓（背景その1）

53年北部九州をおそった異常渇水は近年まれにみる

長期にわたり，福岡県下に大きな被害を与えた。あのい

まわしい未曾有の水不足を思い出してみよう。

5月20日に福|淵市・大野城市が時間給水にはいった

のを皮切りに，かんがい用水の取水が開始される6月上

旬には，筑紫野市・蒋日市・那珂川町・太宰府町・宇美

町が相次いで時間給水を余儀なくされた。その後大雨に

よりダムの貯水量が増加し，一時給水制限を緩和するこ

とができたが，53年の梅雨は，その終了が非常に早く，

降水量は水不足を全面的に解消するには程遠く，7月下

旬から8月上旬にかけて，給水制限は7市8町1村の広

範囲に及んだ。夏から秋にかけても異常渇水は続き，待

望された台風は，いずれも北部九州をはずれ,18号台風

も雨の少ない台風として県北部を西から東に横断し，大

きな風害を残すにすぎなかった。秋になって若干の降雨

をみることにより，ようやく都市用水も回復に向かい，

福岡市・北九州市・太宰府町・水巻町を除いた市町は給

水制限を解除することができた。なお12月11日には水

巻町が解除し，12月27日には太宰府町も解除を行なっ

た。しかし渇水影響の最も大きい福岡市の給水制限は5

月20日に始まり翌年3月24日までの実質制限日数287

日のロングランとなり，わが国の水道史上の最薇記録と

なった。異常渇水が住民生活に与える被害は，給水制限

によって‘肖形無形の影響を生じたのである。

異常渇水の中心となった福岡市は給水人口98万人，

その水源は6つのダムと3河川取水で，各水源からの施

設能力は49．5万t/日となっている。これが最悪の6時
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間給水の時期は貯水量7％となり25万t/日しか給水さ

れなかったが，そのうち森林からの流下水13～15万t/

日があり，それによって市民の命の水がまかなわれたこ

とがわかり，森林の水源かん難機能の偉大な力によって

完全な断水からまぬがれ，住民生活は最悪の状態に至ら

なかった。市民は水の有難さを身をもって知ると同時

に，森林のもつ水源かん謎機能への期待が高まってきた

のである。

このような水不足は一昨年の異常現象だけでなく全国

に慢性的に広がっており，この傾向はますます増大する

ことが予測される。昭和53年度の建設白書によると，

昭和60年には全国で11地域が水不足を来すことにな

り，なかでも北部九州だけでも4億tの不足が見込ま

れ，さらに昭和65年には全国で3地域，北部九州地域

だけで1億tの不足が見込まれている。しかもこれは

「理想的にダム建設が進んだ場合において」という前提

つきであり，現実にはダム建設が大幅におくれているこ

とを考えると，この水不足はさらに深刻化する可能性が

考えられる。

2．伐採周期の延長と健全な森林の造成（背景その2）

以上のような水不足に直面した本県の森林の状況をみ

てみよう。森林面識は22万1千l凧（うち民有林19万7

¥ha),蓄祇2,350万m31県民1人当たり森林面職は5

a(全国24a)にすぎない。民有林の人工林率は67%

で全国最高位にあるが，その90％は戦後植栽されたも

のである。しかも最近の年間伐採趾は1千haを割り，生

長量110万In3の約70%が蓄職され，伐採周期もかなり

高くなってきている。

52年度に策定した「福岡県林政離水計画」卵2部県

林政の基本的課題“Ⅲ.深刻な土地問題と森林のもつ公

益的機能”の項を掲示してみよう。

「林業は長期の生産業である反I園，収戦時期には，か

なりの幅がある。現在，本県の林業はおおむね40年を

1つの周期として伐採造林を繰り返すことにしている。

しかし，森林は造林後,20年以上経過しないと公益的機

能発揮の面からみて健全な森林とはいいにくい。したが

って，毎年均等に収礎が得られるよう40年周期で回転

させるとすれば森林面積の1/2しか，健全な森林は存在

しないことになる。限られた嫌林面談のなかで，健全な

森林の比率を高めるには，回極周期を延長することすな

わち，伐期齢を高めることが1つの解決策である。

伐期齢を高めることは林業技術上は十分可能なことで

あり，かつこれにより森林の蓄積も増大するでの備蓄効

果もでてくる。しかし本県の林業経営者は40年で収稚

できることを期待して林業経営を行なってきたのである

から，これを変更させるためには納得させるだけの理III

と適正な補償措侭，さらには一代で収穫できない恐れも

生ずるところから相続の問題等整備すべき条件は非常に

多いと考えられる。なお今後，伐期齢を高めるとすれ

ば，林分の本数密度も籾となり，その段階で下層に広葉

樹を侵入させ，いわゆる二段林の針広混交林を仕立てる

ことにより，生態的にも安定した森林に導くことが必要

である」

これらの課題を解決するためには，伐採周期を延長す

るための補儲昔置と，森林に陽光を入れるための間伐・

枝打ちを推進するための方策が必要となった。

3．基金構想の原点（背景その3）

昭和53年9月13日，給水制限の最中，本県八女地方

で開催された研修大会において，林業研究グループの代

表から大会に臨席した亀井知事に対して「我々は過疎と

木材不況にあえぎながら長年月にわたって，森林造成に

汗水を流しているのに，水の受給者である都市住民はそ

の恩恵に浴しながら，何らの負担もない」と発言があっ

た。これに対し知事は「長い間のご苦労に対して，何ら

かの方法を検討したい。できれば税制面で国に要望した

い」と回答があった。

その後，53年12月県議会において，議員からの「水

源地帯の林業経営問題」についての質問に対し，次のよ

うに答弁されている。

「森林が木材生産・治山治水・環境保全という公益的

機能を持っているということはよく承知していたが，今

回の渇水を通じて，水源かん養という偉大な機能をもっ

ていることをおそまきながら知ることができた。森林の

内容の整備充実を行なうことによって，水源かん養機能

を高めることは行政としてできるので，林業振興面で見

直していきたい。経済効果だけでなく，水というものに

対して，これほど大きな力を持つ森林をどのように施業

したらよいか，またダムに土砂が流れ込むために，ダム

の有効貯水量が減っていくという実態をみると，森林の

育成とともに，特にダム上流地域の治山事業に重点を置

く，また県民の生命を守る大切な資源である水をかん養

する森林の造成管理を林業者だけに負わせるのではな

く，水の受益者に負担させることが妥当であるが，これ

が非常に困難であるので，水を使用する地方公共団体と



考え，市IMI村の協力をえて一定の負担金を徴集してファ

ンド（基金）をつくりたい。その基金によって水源地域

における水源かん錐を主とする保安林の充実と拡大を図

る。あるいは水源地域全体の樅術，発展をはかって1j･き

たい」と基金椛想を明らかにされた。

また54年6月県議会で知事は次のとおり述べられて

いる。「森林の持つ水資源かん蕊機能というものを我々

は忘れていたのではないだろうか，昨年9月の林業研修

大会で私自身非常に新しい反省を求められた。林業者が

苗から収入を得られるまでの間は40年くらいかかるが，

その間水源かん養のための努力をしている。ところが，

それに対する市民･jlL民の感謝の気持がなかった。私は

一般市民・県民の受難者負担がむずかしいので，県・市

町村等の公共団体が，これらの感謝の気持をあらわす意

味で，少しでも林業者に役に立つようにという配慮か

ら，水源の森基金制度を打ち出したのである。この制度

の効果が出るのは30年先，40年先になるかもわからな

い。我々はその間に死んでいるかもしれない。しかし自

分が生きている間だけ幸せであると港えるのは間違いで

ある。子供や子孫に我々が誇り得る施設（制度）をつく

ってやれば，将来，子孫が潤沢な水の供給を受けられ

る。これこそ私は政治の本当の躍想であると思う」

以上のような数回の答弁でもわかるように，21惟紀に

は本県から水不足を解浦し，潤沢な水を供給しようとい

う知事の強い姿勢が基金椛想の原点になっている。

4．費用負担の課題

森林造成整倣のための費用負担制度については，昭和

47年10月に林野庁において「森林の公錐的機能に関す

る費用分担及び公益的擬能の計量評価並びに多面性職能

の高度発揮の上から望ましい森林についての中間報告」

が公表され，年間12兆8,200億円という試算がなされ

ている。この時の本県の森林については年間1,130億円

と試算されている。また昭和49年より利根川・木曽川・

筑後川における上流地域の森林地帯と下流域の水の受益

地帯との間に森林の造成整備に対する費用をいかに分担

すべきかについて調査研究が行なわれている。

愛知県の豊川・矢作川流域，びわ湖周辺，あるいは木

曾三川流域等において，同様な考え方による費用負担制

度のもとで事業が進められている。全国的には林野庁は

じめ都府県において検討されているが，これの実現につ

いては費用を負担する側のコン･センサスを得るための説

得ができず，むずかしい問題を含んでいるのが現状であ
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ろう。金剛的にこの制度が実施されているところはまだ

一部の地域にとどまっている。

このような時期に，本県において全市町と企業のコン

センサスを得て，水源の森埜金が生まれたことは時機を

得たものである。｜状と下流の水の需要者という流域関

係ではなく,全県下を対象としており,水の需要者力淋業

者に感謝するという新しい形をとっており，県民1人当

たり120円(1111帯当たり400円)，企業関係賛助会員1

社当たり5万円から100万円という県民あげての費用分

担運動として発足した点で特繁すべき制庇といえよう。

5．水資源対策としての基金事業のねらい

本県は前述したように，全国的にも水需給が格段に逼

迫すると考えられる地域に属し，現に水需要は急増の一

途をたどっており,IIB和60年では47年需要に対比して

生活用水は1.9倍，工業用水で2.0倍に達すると推定さ

れる。

このため昭和49年に水資源総合利用計画を策定し，

これに基づいてI1I小河川を総動員して水寅源を開発して

おり，また順和51年11ノlには北部九州4県を対象とし

た第2次北水協マスタープランが決定され，筑後川河口

上流には総貯水壁550万t,有効貯水戯93万tを確保

する筑俊大ぜきの建設が進められているほか，犬鳴ダム

ほか5つのダム建設によって水資源の確保が急がれてい

る。

水資源確保のためにはダム等の建設だけでなく，上・

中水道の盤備，雑用水の再利用，海水の淡水化，艇業用

水の合蝿化等の対策が必要である。森林の側面からの

「緑のダム事業」である水源の森基金事業については，

水源地帯の森林のもつ水源かん謎機能（渇水の緩和，洪

水の調節，水質の保全およびダム埋没の緩和の諸機能）

を高めることを目的として，次の事項をねらいとして事

業を惟進することにしている。

(1)水源地帯に水源かん難機能の職iい生態的特性を生か

した森林を造成する。無立木地の造林はもちろんである

が，本県では水源地帯の林地の80～90%が人工林で,戦

後の造林地が90筋に達し，なかには保育が十分でない

ため，過密化し下層植生も存在し得ない林が現出してい

る。このままでは雨水の土域への漫透も悪くなり，わず

かな雨量でも表面流出によって，土壌の浸食が起こり，

土壌が流亡して林地生産力を低下させるとともに，ダム

等への土砂の流出を増加させている。このような状態を

間伐や枝打ち等の保育作業を早期に実施することにより
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林内の陽光量を増し，下草等の植生髄を充実し，鳥獣・

昆虫等の生物相をも複雑にし，土壊の流亡を防止して，

活力ある森林を造成するとともに，雨水の土壊への浸透

を良くし水源かん養機能を高度に発揮させる。

(2)水源かん養磯能の中心をなす森林土域は，長年かか

って森林に造成されたもので，開発行為やひんぱんな伐

採の繰り返しによりせき悪化するものであり，それを維

持造成できるものは森林である。しかし森林は植栽後

20年以上しないと機能を発揮する森林とはいえない。

したがって水源地帯における20年生以'二の森林の占有

率を高めるため伐採周期を延長する。

(3)伐採周期の延長を行なうためには，燕林所有者の協

力がなければならない。そのために伐採周期の延長期Ni

内において家計の事情等により資金需要がある場合，森

林担保金融に対する利子補給を行なう。

(4)重要水源地内で，森林所有者が維持管理し難い森林

については基金が買い取り，伐採周期の延長等により，

基金の目的に適合する施業，管理を行なう。

6．資産および事業の内容

(1)基金の設立に当たっては福岡県・福岡市・北九州市

の3者が設立者となり，出えん金福岡県1,000万円，福

岡市500万円，北九州市500万円，合計2,000万円。補

助金は福岡県3億円，福岡市1億円，北九州市1億円，

その他の全市町村からの補助金および企業関係賛助会費

3,000万円，合計5億3,000万円が54年度予算で,58

年度までの5カ年間毎年同額で事業を行なうことになっ

ている。

(2)本事業の対象地域は，民有林19万7~FI'aのうち，主

要ダム周辺（11ダムを指定)，保安林，保安林予定地等

水源かん養磯能充実上必要な森林で64,000腕に対し重

点的に事業の推進を図る計画である。

〈事業の内容＞

保安林①臓林淡輔25条により指定をう保安林予定地・保安林繁備計画群による
げた慨安林のうち、水i晩かん碇保安林．保安林〒定地をいう
土砂流出肋,側保安仲、土砂刷峻防伽保淡
体、千ﾂfM1W保燐林

⑫は伐採周期の延長の契約をした場合対象となるもの

●事業の対象森林

主要ダム周辺●次のダム周辺の森林をい
う

南畑、背振．曲渕、瑞悔寺、江川、寺内、
蝉渕、畑、力丸、油木、陣鰯

●森林造成のための補助金

i§鯉ダムIM辺l保安イイ;ll!il予定地||郡肋畔

求立木地等で早急に進林を

燃す為もの
○
’
○

③○造 l1 l,W:'likWの10妬以内

ド刈り※（1齢扱5m以内） ○’⑳|"""1Mの10%以''1

'''''"'(縦罷‘風）
』馴Iiﾘ蝶ffの20%以内または、40%以内

過瀞林にあってば選木1Yの一部15,000111/1,a
○○ “保Yi

4齢級以’

1価1（ I ○伎打‘ち1 ○ “ ＃訓I‘‘lf難曲の20蛤以iﾉリ

椎：岡ｲ『林、公I側造林以外の朧林に池川
※齢級とは林齢を5年ごとにまとめた敵え方で､たとえば､1齢級はjI､齢1~5年』I畠､2齢級は休齢6~10年生をいう

・森林整嚇のための補助金

IF業の組剛 臘典ダム周辺｜保喪林lliiIF定地 Mi助玲

5齢級から8齢級

齢級ごとに1M ）
"Vi!l|『柴Wの20.｡以内

過密ﾄｲ.にあっては避水1Y")一部150001ｴl/lIaI ○ ○ ⑳間伐2

5齢級から6齢級

まで1回 ）｛ ○ ⑫○枝打ち2 股if.113鑓1Wの10％以内

8齢報を越えるもの

齢級ごとに1m（ ） ⑳ 、 ⑳lMl伐3 蝉仏ﾘ『唯'【Rの15％以内

7齢級から8齢級ま
で1岡（ I ⑮ ⑳ ⑲按打ち3 噛偵'I;難測の10％以内

瀧ら岡禰林、公IJI遊休以外の岬kに通"I保安林以外の助成については保安林の'/2とする
・伐採調整のための費金借入れに対する利子補給

探休所有肴の家計竿の》I輔で鞭金を必婆とずる場合、橡岬'伐)り1齢(スギ35年、ヒノキ40年)を越えた廊排につ､･て制嘆企謹謡二よる壷金の僻
入れに対して次の利翻i給を行なう．ただし．艤林所布稀のii拙する金利は4.0%をド何らな､･ものとする※程有林(澗人)にのみ適剛

E要ダム周辺｜係安林l同予定地 補給瞼

500万I叩以ド

500万円を超えて1000〃IjI以ド

利

(4.5％）

(2.5妬）

蕊
I

’
利子補給

、 ⑮ 、 {M入金

●森林の確1栄

主要水源地内で、厳林所布抵か
●森林の機能充実のための調査

維持箭理しがたい廊休は聴金が闘い取り．水澱かん錐機能の商い藤林に誘導する
研究



(3)第1期5カ年計画（54～58年度）の事業の主体は保

育事業で，間伐40,105ha,枝打ち28,325ha,造林655

ha,下刈り7,946ha,合計77,031ha,その他森林の取

得および伐採調整のための利子補給事業となっている｡

7．事業展開と今後の課題

54年度は基金発足が10月1日で，6カ月という短期

間に膨大な事業を実施するため，現在基金事務局（6

名）・県森連・森林組合が一体となって，県水産林務部・

農林事務所・全市町村の協力によって行なわれている。

事務処理についてはコンピューターシステムを導入する

とともに，12月までの3カ月間に423カ所に及ぶ説明

会，地域座談会を実施し，約7千人の所有者に事業内

容説明と協力要請を行なっている。3月中旬までに約

11,000件（うち伐期延長契約が約9,000件）の水源の森

指定申請書が提出され，林業関係者総力をあげて事業が

展開されている。

この事業のスタート以来，間伐．枝打ちの推進は県内

どの地区に行っても，かつてない様変わりに進行してい

る。3月末時点での確実な数字は把握されていないが，

間伐面積についても過去3カ年平均約1,70011aの3ない

し4倍以上の実行が見込まれる。なお保安林の整備計画

による指定が急速に進んでいることもこの事業の副次的

成果と受けとれる（54年度は過去5年間の10倍6,600

ha整備)。

伐採周期の延長により木材供給面での減少が懸念され

13

るが（現在本県は国産材の自給率24％)，間伐（択伐的

間伐を含む）により持続的供給は可能であり，造林のピ

ークであった昭和28～30年ころの植栽木が主伐期にな

る時点では択伐的間伐により供給面での減少は考える必

要はないのではなかろうか。また主伐面破が減少するた

め労働力は従来の棚栽・下刈り中心の季節労働から間

伐・枝打ち中心に平均化され，伐出労働を含めた労働時

間は減少しないと思われる。

しかしながら伐採周期の延長による伐期齢について

地域森林計画とどう淵盤するか,24,000haの国有林，

10,000haの県営林との調盤，市町村の負担金を軽減す

るため起債適用をどうするかなど，今後残された課題も

多い。しかし最近の公益的機能への期待の高まりを考え

ると全国的にも何らかの形でこのような埜金制度を考え

ねばならない時代が目前に到来しているのではないかと

思われるのである。

最後に本秘執筆に当たって，（財）福岡県水源の森基

金事務局日却召広主査にご教示いただいたことを添記し

関係者の方々にお礼を申しあげる。

（のだたけん．福岡県林業専門技術員）

引用文献

福岡県林政避本計画

新しい森林土木事業と水資源

福岡県の河川総合開発

新しい林業101号

＝●－ I

mRESTRYA#ロ
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海外の友へこの－冊.／

国際化時代に対応して，世界の人々にわが

国の森林，林業および林産業の現況を一読し

て把握せしめることを目的とする／

代表的な日本の林相を記録した写真をはじ

めとする120点のカラー写真とカラーグラフ

を配した漸新なデザイン／楽しみながら視

覚的に日本の林業・林産業を理解させる絶好

のPR./

〔英語版，日本語版（残部僅少）あり〕

農

鱗の職 APAN
監修｡林野庁

編集発行･日本林業技術協会

A4変型判96頁上製本頒価4,600円（〒込） お申込みは木会事業課まで

I
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地場産業の振興と未利用広 1用
神奈川県小田原地方の木製品を中心として

’
F

’
琴仁

神奈川県小田原地方の木製品は全国に知られているも

ので，小田原・箱根地方を訪れる観光客に手ごろなおみ

やげとして買い求められている。これらの木製品を総称

して箱根細工と呼んでいる。歴史は比較的古く，江戸'l!

期から街道を通る旅人や湯治客のみやげものとして現礎

と同じように生産・販売されていた。

箱根細工は挽物と指物とに大きく区別される。なかで

も挽物の歴史は古く，木地師の祖神といわれる惟喬親

王ﾕ)の伝説上の終焉(874？）の地早川荘（現在の小閥原

市早川）に遺族を住まわせ，挽物によって謎い申したと

する親王の家臣－加藤・小倉氏の末喬も早川に今なお

住まわれている。このように相当古くからこの地方で水

地挽が行なわれていたと思われる。現在早川紀伊神社に

は小田原市指定重要文化財の木地椀2個が残っている。

小田原地方以外の神奈川県内の伝統的工芸品(*L)

の産地としては鎌倉市と伊勢原市があげられる。

鎌倉は昭和53年に伝産法の指定をうけ，若い後継者

が活気ある活動を始めており，その一・例として県内産ウ

ルシの生産を始めるために，ウルシの採取技術の修得，

植林の検討が行なわれはじめている。

また伊勢原市は大山詣りと関連し，江戸時代中期から

発達したといわれる大山ゴマがある。これは最近の民芸

ブームもあってか，素朴なおもちゃとして子供ばかりで

なく，大人にも人気がある。

生産額の内訳はキャビネット391W],室内盤飾品37

億円，食卓台所用品21億円となっており，仏統的工芸

品としての漆器・小箱蹴・こけし・その他を含めて全休

の約25％となっている。かつては輸出品のウエー1，が

商かつたが，現撤では|剥内消費が多く，輸出品はわずか

に4,5％（昭和54年）にすぎない。

このことはキキ｡ビネッI､，室内装飾品等は合板・輪人

材を使った，比較大11t生産システムになっているからと

思われる。一方，寄木細工・木象嵌・漆器等は系|聞と人

{'|磯がかかるうえ，技術の修得に腿い期間が必要なた

め，家内工業的な規模が多く，生産額も低くなっている

と考えられる。

寄木細工

施根細工のうちユニークなものに寄木細_｢畠がある。窃

木細工は木材･の色を巧みに利用し，小さく測った木片を

接着剤で貼し)合わせ，順次組み合わせて，隈さ約lcm

の板を作る。さらにこれを幅の広いカンナで薄く経水状

に100枚前後にひく－これをズクとい旬ている。これ

をホオノキ・カツラ等で作った小箱等に貼りつけたもの

（
県
工
芸
指
導
所
拠
供
）

写
真
．
１
寄
木
細
工
の
製
作

小田原木製品の種類

話を再び小田原にもどすと，伝統的工芸品ばかりでな

く，これまでの技術に支えられた新しい木工品，キャビ

ネット・食卓・台所用品も主な生産品となっている。

小田原の木製品は年生産額120億円を超し，従業員数

1,750人,350企業の産業となっている。また年間に洲

費する木材は合板も含めて24,000m3(8.5万石：昭和

51年）である。
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表o1箱根細工に用いられる広葉樹

用途’樹種名 材の色

淡黄色

白

県内の分布状況

箱根に多い
大径木は少ない

県内名地，多い

I寄木，象嵌，
小箱，こけし

寄木，玩具，箱
象嵌，こけし，
とま

寄木，玩具，こ
し，象嵌

豆茶器

挽物，漆器，箱

玩具

玩具，漆器，箱
挽物，指物

マユミ

ミズキ

白
白
白
白
白

アオハタ 箱限に多い

県内山地，少ない

県内山地，少姪い

県内，多い

撫常地'火鉢は
県内植職，少ない

県内山地，少ない

県内IIj地

植栽，少ない

少ない

県内，多い

県内各地

県内各地

県内山地，県外賊入

111地少ない

山地，瞳はまとまら
ない，県外朧入

県内各地

県内各地

少ない

小従木，脇は少ない

こけ

ず蟇シラキ

トチノキ

イヌシデ

ハリギリ

！
１
１漆器，

指物

象嵌

象嵌

象嵌，

象嵌

象嵌

ー

イロ，
一－

写真･2手前，スライスしたもの－ズク，中央はムク製品黄

黄

黄

赤

赤

うす茶

うす赤

灰ねず
青灰

うす赤

淡茶

白
うす赤

うす茶

うす茶
茶

照

照

寄木，

寄木，

寄木，

寄木，

寄木，

挽物

玩具

指物，
職

指物，

繍物，

玩具，

ウルシ

ニガキ

キハダ

チャンチ.ン

モッコク

エゴノキ

ヤマハンノキ

ホオノキ

て移動し続けたことと逆に箱根の場合，木地師が定着

し，だんだんと湯屋やみやげ物屋等を経営しはじめる1）

に従い，比較的近くの山から集めることのできた前述の

二次林性の小径木を使った小物生産へ移行したと考える

'こともできよう。

このような歴史_この変遷を知るにつれ，小田原地方の

木工産業，特に寄木細工などは箱根の山の植生と密接な

関係があり，そこに生ずるさまざまな樹種の性質を熟知

したうえで木工芸に利用してきた知恵は興味深い。

指物

挽物，玩具

鎌倉彫

挽物

家具，食器

象恢

象嵌，指物

象恢

象恢

カツラ

ミズメ

ブナ

ケンポナシ

ケヤキ ９
０
１
９

氷
水
氷
水

寄
謝
寄
寄

材料の将来見通しクロガキ

シキミ

さてこのような繍根細工もかつては箱根の山に自生す

る樹木を利用すればよかったが，現在では原木の入手が

徐々に困難になりはじM)ている。県工芸指導所の調査s）

によると，木象嵌ならびに寄木細工の原木の将来見通し

はカツラ・ホオノキ等を除き極めて悪いとしている。そ

の雌luとしてはこれらの材料はすべて天然生林からのも

ので，これまでのように箱根をはじめ各地からは自由に

原木が入手できなくなり，また天然木は散生していて，

まとまった量が集まらず，産業的に小径木の広葉樹材を

扱いきれないことなどがあげられよう。現実に原材料不

足となっているものとしては寄木・木象嵌では黄色の

林，すなわちウルシ・ニガキや赤；モッコク・チャンチ

ソ（植栽)，蝋：クロガキ・ジンダイケヤキ・ジンダイ

カツラ，白：アオハダがある。また大山ゴマでは一定の

太さのミズキが不足している。

である。般近はこの板をそのまま加工する製品もみられ

る（写真.1)。

寄木細工は主として広葉樹材を小割にして小さな多j1

形を作り再び集成することで，乾燥も早く，しかもくる

いを相殺することができる。この処理方法は現在の築成

材・フローリング等にも応(lされている。

寄木細工で使われる材料は少量ながらも多種におよ

び，各樹種の特徴ある材の色を生かしている。表･1は

寄木細~Eに使用される木材の種類と材仏，用途ならびに

神奈川県内の分布状況を示したものである。

現在でも箱根は自生する樹木の極蹴が多く2)'その中

から試行錯誤的に目的にかなった樹木を選んでいったと

思われる。今から数百年も前の箱根は山頂部を除く上部

はブナ，ド部はシイータブのうっそうとした極相林であ

ったと考えられる。これを/k地師をはじめさまざまな人

々が次々と伐採してゆき，現在のアオハダ・マユミ・エ

ゴノキ。ミズキ・シキミといった寄木細工に使われる樹

種を含んだ二次林がひろがってゆき，寄木細工に好都合

な樹種がたやすく手に入ったと考えられる。

大木を使用し，椀・鉢などを作る木地師が原木を求y》

新しい広葉樹造林

こういった状況の'しで，これまで散発的には広葉樹造

林は県内各地でﾉl規模に行なわれていたが，神奈川県林

業試験場としては昭和49年から緑化木や箱根細工等の

原料確保を目的とした未利用広葉樹の調査・研究を行な
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いはじめた。そのうち現在までに扱った樹種のうちから

興味あるものを2，3紹介してみたい。

＜キハダ＞

昭和35年に県の薬務課と林業指導所（現在の林業試

験場の前身）で薬用植物栽培試験を行ない県内3カ所に

植栽した。このうち大磯町高麗山の植林について1976

年に調査を行なった4)。

昭和35年にキハダの苗木114本を2カ所に植栽し，

そのうち85本が現在も残っている。植栽後8年間は林

業用肥料を10a当たり60kg施した。下刈りは年に2

回行なった。この結果16年後に胸筒直径平均16.8cm,

最大28cmという成長を示し，材職もヘクタール当た

り288.41113となった。現在のところ病虫害も発生せず，

生育も良好で成功した例といえる（図・1)。

＜ミズキ＞

この樹種は県内に生える広葉樹のうちもっともふつう

に見ることができる。小田原地方ではコケシ・寄木・木

象嵌・玩具等に広範に使われ，年間8,200石ほど消溌さ

れている。

また大山ではコマの主原料として年間200～300石消

費されるが，これは1.8mで末口6～24cm6)ぐらいの

ものを多く使うので必要な量は碓保できず，常に原材料

不足に悩まされている。

当場で試験を行なったところ，繁殖は種子の貯蔵を湿

層低温処理で行なえば発芽がよく，1年で50～100cm

になり，山出しができる。その後10～12年でコマの原

木として使用できる大きさになることがわかった。現在

では伊勢原市と伊勢原市森林組合の系で掘年500～600

本の苗木を植林している。

＜ニセアカシア＞

写真･3ニセアカシアの挽物試作品

挽物・漆器製品も材料のケヤキの価格高縢に伴って高

くなってきた。こうしたなかで代用品としてハリギリ

（セン）が使われていた。価格が安いこと，大径木が手

に入りやすかったからであるが，最近では天然木に依存

するため資源の枯渇が感じられるようになってきた。そ

こで治山用樹種としてなじみの深いニセアカシアがケヤ

キの代用品となるか検討を行なった6)。その結果ハリギ

リに比べて重量感もあり（比重0.77,ケヤキ0,69,ハ

リギリ0.52)7),一見ケヤキ・クワ等を思わせる木目を

しており，試作品のできは上々 であった（写真･3)。欠

点は乾燥過程で割れが生じやすいこと，挽物のバイトの

切れが止まりやすいことがあげられた。工芸指導所の話

では技術的に解決できるそうで，山に放置されているニ

セアカシアの新しい利用が開けそうである。

以上のほか，ニガキ・エンジュ・マユミ・アオハダと

検討すべき樹種も多い。

自然の恩恵を木材という形でうける我々。その誤りの

ない利用をはかるには樹木と人間の生活する風土の歴史

と自然をよく知る必要があろう。またなにげなく手に取

る箱根細工の一つ一つに人間のさまざまな工夫が込めら

れていることを知らなければならないであろう。

（なかがわしげとし．神奈川県林業試験場）

文献

1．杉本譜：木地師制度の研究2，1976

2．中川重年：箱根町屏風山の植生，1976

3．伝統的工芸品産業摂興協会：伝統的工芸技術調査，1976
～1978

4．中川璽年：キハダの造林，神奈川の林業No.205,1976

5．神奈川県工芸指導所：挽物技術に関する報告一一伊勢原

町の大山こまについて，伝統工芸技術資料No.3,1969

6．中川重年：ニセアカシア，神奈川の林業No.225,1980
7．林弥栄：有用樹木図説，1969
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第91回日本林学会大会は4月2～4日筑波大学にて開催されました。第1日目，

総会および林学賞受賞者の講演（小川真・小林正吾の両氏）に引続き，特別企画

シンポジウム「森林･林業･林産の未来像(Ⅱ)」で幕をあけ，翌日から会員の研究発

表が行なわれました。今回は新しい試みとして“ポスターセッション”が取り入れ

られました。これらの研究発表については以下の各氏にまとめていただきました。

llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllillllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll1111111111llllllllillllllllllllllll11111111lllllllllllllllllllllllllllllllllllll

型から輸出型に急速に変化し，その

結果，資木・生産方法・椛造も変わ

ったことを手ぎわよく紹介した。ま

た鄭は，韓圃において今年1月に公

布された山林組合法の内容を解説し

つつ，従来山林法の一部に位置づけ

られていた山林組合がどう制度的に

変わったかを紹介した。

次にいわゆる地域林業論に関連す

るもの。野田は，愛媛県中与地方に

おいて原木市売市場が国産材流通機

1Wの主要な担い手となった過程と要

因を分析し，地域林業の組織化へ条

件をさぐった。荻は，最近話題とな

っている岡山県勝山市場におけるひ

とつの市売会社の経営方針を紹介

し，その販売努力のなかに勝山が有

力市場となった一条件を見つけだそ

うとした。林らは，製材工場が地域

林業成熟化にどのような機能をもつ

かを愛知県三河地方を事例に報告し

た。また林は，地域林業成熟化とい

う同じ課題をアカマツ林地帯にある

広島県商田郡では，同郡森組が果た

そうとしていると主張した。柳幸

は，人工林率の商い茨城県大子町に

おける製材工場の動向をとりあげ，

近年小規棋工場が増加していること

を紹介した。

鋪3に，山村経済・造林の動向に

関するもの。町田は，西川林業地帯

の中心地である埼玉県名栗村におけ

る共有林の，造林・所有椛造の展開

についての調査報告を行なった。仲

間は，沖縄県の村落では今なお「共

同店」が住民の生産・生活において

重要な機能を果たしていることを，

国頭村奥共同店を例にして報告し

た。鶴は，造林助成の問題をとりあ

げ，近年ﾉj規模造林においても融資

造林の比率が高まっていることを統

計的に明らかにした。また，佐々木

は過疎山村における土地移動につい

て岩手県北を対象として分析し，山

村集落における土地移動が，集落内

の土地所有の規模・農家経営の蓄職

と深く関連していることを明らかに

した。

節4に木材需給の計量的分析につ

いて。森は，わが国の木材需給の動

向のなかで国産材の価格形成はいか

に行なわれたかを，また吉田は製材

用材･合板用材に対する需要要因を，

それぞれ計量モデルを作成し推定し

た。細爪は，ソ連経済の計量モデル

を作成し，ソ連における農林業と工

業との不均等発展について論じた。

最後に，森林の公益的磯能・環境

問題に関するもの。岸根は，「経済・

公益調搭林」の経済便益と公益便益

の合計を最大にする最適施業計画の

計量モデルについて述べた。宮林ら

は，森林のレクリエーション的利用

が山村社会に及ぼす諸影響とそれに

ついての住民の意向を，山梨県道志

村におけるアンケート調査によって

林 政

林試経営部柳幸広登

林政部門の研究発表は，昨年より

2つ多い22題であった。これらは

内容的にも手法的にも多様なもので

あったが，強いて内容による分類を

行なえば次の5つに大別できる。す

なわち，①外国の林業・林産業に関

するもの（4題),②いわゆる地域林

業論に関係するもの（6題),③山村

経済・造林の動|句に関するもの（4

題)，④計量モデルによって木材需

給などを分析しようとするもの（3

題)，⑤森林の公益的機能や灘塊問

題に関するもの（5題）の5つであ

る。以下その概略を紹介する。

まず最初に外国林業に関するも

の。松島は，西ドイツ・バイエルン

州における森林施業が歴史的に単純

林から混交林へと展開したことを述

べ，この展開が日木の森林施業問題

に一定の指針を与えるのではないか

と主張した。加藤は，日本林業に非

常に大きな影響をもつアメリカの木

材関連産業が近年寡占化しつつある

こと，そしてその要因として税制上

の優遇措潰があることを分析した。

増田は，インドネシアにおける森林

開発・木材生産が1968年以降内需
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検討した。河西は，タイプの異なる

二つの那市（豊中と高槻）における

アンケート調査の結果を紹介し，あ

るべき緑化対策を提言しようとし

た。森らは，岐阜県におけるカモシ

カのヒノキ造林木食害問題をとりあ

げ，カモシカの捕腱が困難なことを

紹介し，また食害問題が起きたひと

つの背景として，「東濃ヒノキ」と

いう銘柄が確立することによって，

造林がヒノキに偏重してきたことを

あげた。福岡は，森林の外部効果を

評価する場合，市場原理には限界が

あり，森林をストックとしてとらえ

ることが重要だと主張した。

以上の概略からもわかるように，

報告の内容は非常に多岐にわたって

おり，全体としての方向性はあまり

みいだしにくいものであった。これ

も林業・森林がおかれている今日の

困難な状況の反映であろう。

経 営

林試湖査部西川匡英

経営部門は35題の発表があった

が，例年に比し間伐，施業に関する

テーマが多いのが特徴であろうか？

樹幹形については，長嶋，山水は

カナダのジャックパインのデータを

用いて4次までのモーメントで樹幹

形を表現する方法の紹介や正形数が

地域間や年齢により異なることを示

した。小林らは天然林の幹形形成に

おいて葉量の垂直分布の変化が一つ

の要因になっていることを論じた。

森林調査では「樹高測定補助板」

を用いて目測による樹高測定の糖度

を高める提案（長),Brownの周囲

密度と中心木の断面職や材溌との関

係解析（増谷ら)，事前情報を利用

するベイジアン推定をモンテカルロ

法によるシミュレーション実験で行

ない，単純無作為抽出法より糖度が

よいという報告（野上ら）があっ

た。西沢は従来から･世界の主要国の

森林調査体系を考察しているがオセ

アニア州の諸国の現状を報告し，と

くに固定試験地の重要性を力説し

た。この固定試験地に関しては竹内

らは林分施業法の固定試験地のデー

タをもとに林分の生長にはとくに針

葉樹の織成比が重要であることを立

証した。

いつも話題になるワイブル分布に

ついては，スギ，ヒノキの人工林の

直径分布にあてはめ，パラメーター

が間伐の減少と関連があること（木

梨ら)，またミズナラ，ヤマナラシ

の天然林でも小径木の枯死と関係が

あること（柿原）が示された。リチ

ャードの生長関数をアカエゾ，トド

マツの天然林，カラマツの人工林の

個樹にあてはめてよい結果を得た報

告（石川ら）や，林分遷移の方程式

を直径，樹高の2因子で表わす新し

い試み（田中ら）もあった。

林地生産力と地形要因との解析

(吉田)では，方位など比較的実用的

な因子を入れた解折の必要性が話題

となったが，林分構造と水源かん養

機能との関係では清水らは下草植生

のため適時の間伐を行なう必要性を

指摘し，施業と関連づけた点を評価

されたようだ。青木は山口県玖北地

域の種々のタイプの林家や農家の労

働，所得などの実態を調べている。

国有林では大間職皆伐から小面識皆

伐の作業に移行しつつあるが伐区の

配徹を主とする場所的規制の問題が

重要になってきている。魚住は森林

経理学がこれにどのように対処して

きたかを考察し，木平は場所づけ保

統計算の立場から特に林道計画と標

準伐採量との関連について述べた。

菊沢，阿部は密度管理図における

小径木間伐では間伐効果はないと

し，また従来の平均直径では間伐効

果の比較はできないとして,Y-N

法を用いる提案を行なった。原田は

種々の間伐林分での間伐効果の比較

Iを行ない，間伐効果の差は比較的少
ないことを示した。密度管理図は定

常状態を示すにすぎない，あるいは

ゴムマリ理論であるなどの反論もあ

りなかなか面白い総合討論となっ

た。

施業関係では，大金，和ら，菱沼

らは択伐が土地改良技術であるとす

る位置づけのもとに生産技術やそれ

を支える労働組織を歴史的に実証

し，また林型としても択伐の更新が

良好であることを太陽光線の吸収ス

ペクトル分析によって示した。置戸

の照査法による森林構成の改善を通

じて生長量（率）の増加を得た報告

（加納ら）もあった。，

空中写真を用いてワイブル分布な

どの分布形による林分構造との関連

を求める研究(山崎ら)，林相推移の

変化を把握する試み(板垣ら)，豪雪

地帯のスギ人工林の成林成果の判定

に樹冠疎密度を利用する報告（保坂

ら）があった。川端らはドラムスキ

ャナーを用いてメッシュ情報の自動

化にともなう誤差の問題などを論じ

ている。ランドサットデータを利用

する研究では森林の季節的変化をみ

る試み(沢田)や地形図,地質図など

の既存の非画像データとのオーバー

レイ処理を行なう発表（大貫）など

実用化に向けての努力が見られる。

反射率は太陽とセンサーの位置，地

形などによって変動があり，汎用化
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するための二方向性反射率の一連の

研究発表があった(長峰,村上)。将

来，林相推移や施業管理に役立つも

のと期待される。

立 地

林試土じよう部宮川清

立地部門では30題の発表が行な

われた。うち10題は新しい発表形

式のポスターセッションにより．行な

われ，別に紹介される。ここでは第

3会場において4月3日午前，午後

にわたり発表された20題の紹介を

する。内容別では土壌の理学性の測

定方法が2題，土域中の窒素動態，

炭素収支，溶存成分など4題，岩石

の風化試験を含めペドロジカルな分

野のもの8題，立地と関連した植生

関係の報告6題である。以下講演順

に各々の概要を紹介する。

堀田は土壌孔隙測定法の一つであ

る加圧板法について，従来のスヤキ

板に替え，市販のミクロフィルター

を用いた装置を試作，テストし，性

能，操作のうえで良好な結果をえ，

かつ土城祷液の採集でも有用である

ことを報告した。また400m2採土円

筒試料をそのまま供試し，最小容気

量を直接測定できる定減圧装置を考

案，そのテスト結果を発表した。

長友らは植栽3年経過のスギ，ヒ

ノキ，クロマツの素焼鉢を簡易なラ

イシメーターにセットし，施肥窒素

や無機養分の流亡堂，流亡パターン

を測定し，各成分濃度の相互関係な

どの検討を行なった。川添らは昨年

につづき，大型採土円筒の試料を用

ぃインキュベーション，水洗浄を行

ない，九州各地の附緑広葉樹林の土

壌の水溶性成分を測り，無機態窒素

と他の塩類の比について解析，考察

を加えた。沓名らは90年生スギ林

のBB,BD,BE型土壌を試料とし，

30｡C,120日間の塘縫を行ない，ア

ンモニア態および硝酸態窒素の経時

変化を測定し，各土壌間の窒素の無

機化，硝化活性のちがいを明らかに

した。酒井らは温帯性落葉広葉樹林

のBB,BD型土壊について,AolZ

およびA厩の炭紫集積瞳と土壌呼吸

量を調べ，土壌間および層位間の炭

素の収支を比較検討した。

河室らは木曽御岳の火山灰が森林

や土壌に与える影響を知る手始めと

して，降下火山灰の一次鉱物，水溶

性物質を調べ報告した。また河室は

昨年につづき，火山放出物に由来す

る褐色森林土と黒色土について，母

材の一次・二次鉱物および地層判定

の鍵層と思われる浮石層の起源，広

がりを調べ，これら土壌の生成条件

を考察した。森貞らは時間の経過と

これに伴う植生の変化が土壌生成に

及ぼす影響をIﾘ］らかにするため，噴

出年代の若い褒磐悌泥流上の先駆的

なアカマツ林下の土壌と，これに隣

接し対照となるブナ林土壌の断面形

態，腐植，粘土鉱物を洲べ，比較検

討した。

山家らは昨年につづき，屋久島の

林野土壌の粒径組成，無機成分組成

を調べ，母材別，土域別にその特徴

を明らかにした。また示蓋熱分析と

x線解析により，これら土壌の粘土

鉱物の固定を行ない，その効果を報

告した。

西田は暗赤色土群の特徴であるB

層の土色に関与する無機成分の探索

のため,化学組成,遊離酸化物の枕討

とあわせ，土域試料にFe,Mn,Cu,

Coを単独あるいは相互に組み合わ

せて添加，加熱実験を行ない，発色

の観察結果を報告した。河室は台湾

に分布する黒色土について，一次・

二次鉱物を調べ，また検出された植

物珪酸体の特徴などの検討･から，こ

の土壌の生成環境を推定した。

木立は岩石の物理風化が種類によ

ってどう異なるかについて，加熱・

散水，氷結・融解の試験を行ない，

砕片化の度合は後者で顕著であり，

かつ岩石の種類，表而の形状，固

さ，鮮度と関連することを実験的に

明らかにした。

橋本は岩手県和賀川流域を対象

に，立地要因としての地形について

電算機を用い解析を試み，植生は群

落の優占種にもとづき区分，同じく

電算機処理によって両者の対応関係

を統計的に枕討した。薄井らは奥日

光のオオバヤナギ林の椛成種の葉分

析を行ない，各種とも謹分含量が高

いことを明らかにするとともに，同

林分の立地の4産性を考察し，この

林地に対する林業への応用について

見解をのべた。

岡村らは新生の火山灰堆積地への

植生の侵入を実証的にImらかにする

ため，有珠山において，種子の散布

様式を異にする数諏の木本類の播種

実験を行ない，獅子の特性，発芽

率，残存率などから先駆蔀となり得

る要因を考察した。佐々木らは木曽

御岳の伐跡地のダケカンバが優占す

る若い林分を洲べ，密度,H/D,分

散等の検討から明らかになった，遷

移過程と群落椛造，競争パターンの

対応関係を報告した。

中村は大井川上流域山地帯の崩壊

地とその周辺の植生を調べ，とくに

崩壊地植生の組成的特徴とその遷移

の状態について，周辺の植生および

立地との関連で縦討を加えた。小平
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らは千紫県鹿野山の脱壊跡地につい

て，絲化工後6～8年経過の跡地植

生を群落学的に考察し，これと自然

復旧の跡地植生および周囲の植生と

関連させ,Im/I上の排移状況に考察を

加えた。

一

地』L

（ポスターセッションの部）

林試土じよう部原田洸

4月4日9時30分から12時30分

までの3時間，立地部門のポスター

セッションが行なわれた。ポスター

セッションは林学会大会で初の試み

であって，座長を介さず，学会参加

者と発表者の間で，個人対個人の討

論になるので，どのような展開が起

こるのか不安な点が多かったが，ポ

スターによっては，展示するとすぐ

に討論が始まるところもあらわれ，

活気があった。

立地部111では,10課題のポスター

が展示されたが，土壌水分および溶

存成分の動態を中心とした施業と地

力の問題が6題(No.321～326),'f

ーク堆肥の性質や産業廃棄物の施用

効果を調べたものが4題(No.327~

330）というように，大きくわけて

2つの内容のものであった。

発表要旨は次のとおりである。

有光，悔川，小林，加藤（林試）

の4粥は，「森林の皆伐にともなう

立地要因の変動」という親テーマの

もとに，栃木県高原山のスギ，ヒノ

キ林で，伐採前後の土壌水分と溶存

成分の動態，土壌および植物体成分

の動き，斜面形態と表層物質の動

き，林床植物とAo層の変動，地表

変動の項目を，各人が自分の得意と

する分野を分担し，5報にわけて展

示した。中間成果ではあるが，興味

ある数値や考え方が披露された。

すなわち，土壌水分の流去量は年

による降水瞳がちがうため，伐採前

陵の変化は明碓でないが，斜面位置

で量的に上＞中＞下の関係があり，

伐採前後で変わることなく，降水量

との回帰係数も大きくは変わらな

い。溶存成分濃度は，伐採直後にも

磯度上昇のピークはみられず，斜面

下部では伐採後NO8-N,Ca,Mg

の溌度はむしろ低下していた。斜面

の上，巾，下部で月に1度ずつ主要

林床植生とA層土壌を採取し,NH4

-N,NO3-N,全N,P,K,Ca,Mg

を分折し，伐採前後の変化を調べ

た。土壌の断面形態や理化学性を斜

面形態との関連で調べた結果では，

伐採による林冠の除去および伐倒木

の搬出によって起こる変化は，斜面

の微形態により違うことを明らかに

した。皆伐跡新植地と人工林で林床

植生の鼠やAo層の量も調べた｡ま

た串刺法によって，皆伐により林地

の地表がどの程度変動するかを調

べ，斜面中部の急斜地で伐採後のマ

イナス変動があったことなどが展示

された。

■■ー

相場,生原,木下(農工大)は,群馬

県にある農工大谷山演習林で，下刈

りを集約に行ない施肥をしている3

年生スギ林と，生態的に安定してい

る72年生スギ林の2つの小流域で，

流出する無機養分の量を調べた。

その結果jCaとMg漉度は，流

出水戯が小さい間は流出水量が増加

するとともに上昇するが，その後は

ほぼ一定の状態になること,NOs一

Nは流出水量の増加とともに上昇す

ること,NH4-NおよびKは，流出

水通に関係なくほぼ一定の状態にな

ることなどが図表で示され興味をひ

いた。

これらの研究は，環境条件，施業

の種類や破壌の強さなどで結論が大

きく変化するので,｢皆伐はyesかno

か」とか「この施業は良いか悪いか」

という択一的な考えではなく，現段

階ではいくつかの条件下での事例を

忠実に記録し集積していくことが大

切である。今後各地で種々のデータ

が染められることを期待したい。

以この各報告は，いずれもR林諭

への原稿は不提出で，その後のデー

タを追加して，近く日林誌あるいは

林試研報へ投稿する予定とのことで

一 一－

総合討論（立地部門）
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ある。

パーク堆肥，産業廃棄物関係で

は，藤田，白井（林試）はパーク堆

肥の培地資材としての適性を，野菜

試で確立した培土資材検定法に従い

試験し，新鮮パークでは生育阻害が

あらわれ，野積3年パークではNの

飢餓症状があらわれたが，鶏糞混合

で6カ月以上堆積したものは生育良

好であったことを図表で示した。

河田，白井（林試）は，国産広葉

樹パーク，鶏糞堆肥に関する研究

で，木質廃材堆肥の規格化を前提と

して，広葉樹新鮮パーク3点，野積

パーク堆肥4点，市販のパーク堆肥

8点について,Nの形態と腐植の形

態を調べ，2報にわけて報告した。

市販のパーク堆肥の全N濃度や無磯

態N濃度は製品間で大きなばらつき

があること，腐植の組成や光学的性

質は腐植化にともない一連の変化が

あることなどを図表で示した。

野上（宮崎大）は，昨年度に続

き，ポットで産業廃棄物（活性汚泥

およびグルタミン酸廃水菌体）の施

用試験を行なった結果，ヒノキ苗の

生長とP,K吸収に及ぼす効果が大

きく，かなりの量与えても苗木の生

長は阻害されないことがわかった。

とくに活性汚泥は，リン酸肥料，カ

リ肥料としても十分使用できそうで

あると報告した（昨年度はN吸収に

及ぼす効果を調べ,N肥料としても

使用しうることを報告している)。

これらパークおよび廃棄物に関す

る4題は，いずれも91回日林論に

投稿し，印刷される予定である。

ポスターセッションは，立地部門

10題が同時にスタートしたが，施

業による地力変動に大きな関心が集

まり，参加者と発表者の間で熱心な

討論が長時間続いた。パークおよび

廃棄物問題は，前半は客足を地力に

奪われた形となり，発表者同志でお

互いに説明したり批評したりしてい

たが，後半は参加者も加わり質疑応

答があった。

11時30分から約1時間，堤座長

（京大）司会のもとに地力関係の総

合討論が行なわれた。パーク関係の

総合討論は中止し，地力の討論へ合

流した。

総合討論では，施業にともなう立

地要因変動の総括，流出水中の養分

濃度の変化状況の説明などのほか，

伐採跡地は時間の経過とともに植生

が変化するので，この変化をどう取

り扱うかなど，研究の今後の取組み

方にも活発な議論が展開された。

造林(1)

林拭造林部長坂寿俊

造林(1)の会場では，育種に関連し

た35の課題が,富田,宮島(寛)，岡

田倖)，畠山（末),福原,勝田,前

田(武),大庭,佐藤(亨）の諸氏を座

長にして発表と討論が行なわれた。

まず，金子らは各地の天然林から

の種子によるスギとマツの産地試験

15年生の調査結果を報告した。

抵抗性に関しては，畠山らがトド

マツの産地と暗色雪腐病との関係を

調べ，雪の多い産地のものが抵抗性

が高いことを述べた。綱田らは相対

照度を変えて育てたヒノキ輔英樹の

耐陰性のちがいを報告し，また，田

渕らはスギ精英樹5クローンの二面

交配苗を凍害常習地で検定して，感

受性の高いものどうしの組合わせが

被害を受けやすいことを報告した。

クローンや品種の特性について

は，河村が育種場のスギ梢英樹クロ

ーンを利用して,生長量,総形質,容

職密度などの関係を凋査したし，同

棟に植月らも生長量の差が大きいこ

とを報告した。富田はスギ人工林で

環境変異性の小さい針葉長や展葉幅

などと生長壁との関係について検討

した｡九州のスギ品種試験10年目の

結果については宮島らが報告した。

次代検定林関係では，糸屋ら，大

越ら，竃松ら，大谷らが関東林木育

種基本区内に設定してきたスギ，ヒ

ノキ，アカマツ，クロマツの各釉英

樹次代検定林の5～10年生の調査

結果をまとめ，生長趾や生存率など

について各検定林間の差をみるとと

もに，糖英樹の選抜地の立地条件の

ちがいによる生育差についても考察

を加えた。

また大谷らはスギ実生集団を2回

繰り返して分断選抜した下位集団に

遺伝的異常個体の多かったことを報

告した。

大庭は次代検定林の測定値を直交

多項式および重回帰式を用いて電算

機で立地修正する方法を報告した。

採種園については，清藤がヒノキ

採種園でクローン別に雌雄花の開花

期を調査し，また半田はスギ採種園

での種子の充実率のちがいから樹冠

_i二部と下部に分けて自然自殖率を推

定した。

異数体に関しては，染郷らがスギ

3倍体の減数分裂について，松凪ら

もスギ3倍体の次代群の染色体数に

ついて，竹内らがクロマツ4倍体の

種子稔性などについて発表をした。

外国樹種との交雑では，佐々木ら

がクロマツ，アカマッ，タイヮンァ

カマツを使って交雑稔性を比較した

し，菊池らはマツ属種間交雑苗木の

生育状況のちがいを報告した。大黒
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らはローソンヒノキ×ヒノキの雑種

をつくり，その染色体のｲj鋤につい

て述べ，また山本らはローソンヒノ

キ×サワラの雑種の大部分が発芽後

1～2週間でい縮・枯死する黄ja1IIIi

だったことを報告した。

スギの核型の変異を観察したもの

に，染郷，戸ulの報告があったほ

か，森らは花粉のDNA量が通常の

1.5倍もある立山スギ小原5号の減

数分裂の観察から，これが3倍体の

可能性が高いことを報告した。

アイソザイムについては，黒丸ら

がスギ初生葉でも安定したパターン

が検出できること，また針菜採取は

生長休止期の当年生葉が適すること

を報告した。長坂らは実生によるモ

ウソウチクを調査し，林内変異とと

もに地下茎繁殖のクローン内にもア

イソザイム変異を起こす個体がある

ことを報告した。

栄花はゲルろ過したトドマツ花粉

のタンパクが10種類以上に分離で

きたことを報告した。近藤らはスギ

の淡緑色繭を生じる遺伝子の相同性

について険定し，酒井らは北海道の

27樹種について各形質ごとにつけ

た評点で先駆性指数を考察した。

育種関係の研究も年ごとに大幅に

増加してきており，今年も会場には

平均40名弱の会員が熱心に耳を傾

けていた。なお，同会場では引きつ

づき，林水の細胞遺伝に関するシン

ポジウムが行なわれた。

造林（2）

林試造林部森徳典

この会場は造林一般とでも称すべ

き幅広い分野を包含しており，比較

的まとまりの少ない部門であった

が，識演内容は各々示唆に富んでい

た。ことに枝打ちやその他の傷によ

る材色・材質の変化や雪害に関連し

た分野は発表散も多く，諭議も活発

であった。

竹内らは3系統のスギ幼齢林の枝

打ち後の巻き込みについて洲べ，系

統|開差は少なかったと述べた。また

竹内はスギ壮齢林についても調べ，

幼齢|氷に比較して巻込み後に年輪が

平滑になるのが遅く，材.の変色も生

じやすいことを|Ⅲらかにした。鈴木

らは枝打ち程度がその後の生長・材

質に及ぼす影響を65年生ヒノキ林

の樹幹および節解析で調べた結果を

報告した。浅井らはカラマツで枝打

ち程度（葉量除去率）とその後の生

長と萠芽発生の関係を明らかにし

た。枝の巻き込みと肥大生長の関

係，材の変色とゆ傷組織形成の関係

などについてさらに詳しく分析され

ることが望まれる。

半田らはさし木スギの芯ぐされに

よる変色（シミ）はさし床が湿潤な

ら6月ごろから発生すると報告し

た。これが成木にどのように影響す

るか解明が望まれる。武内らはスギ

材･のシミが枯枝や虫害跡から生ずる

ことを確認した。生原らは立木調査

等に使用したラベル止めホッチキス

針が巻き込まれてシミの原因になる

ことを明らかにし，ガンクッカーの

安易な使用を戒めた。これら一連の

報告では材の変色がシミと呼称され

たが，変色機構が異なる場合も含ま

れているうえに，枝打ち関係者の異

附変色やボタン（材）との関連もあ

り，表現法に関して関係者間の協議

が要望された。

雪害関係は今ｲ限も活発で，片|剛ら

はアカマッとカラマツの冠雪害と林

齢や櫛形との関係を明らかにした。

石川らは豪雪による生長減退は雪圧

による幹曲りが相当影響しているこ

とを示唆するモデル実験結果を紺告

した。大谷らはスギ幼齢林の雪害に

よる枯損原因を経年的に細く，被害

の9割は幹折れであるが，地形によ

って被害形態に違いがあると述べ

た◎須藤らは根抜け被害は林齢十数

年で停止することを明らかにした。

根元曲りと幹からの発根がみかけ上

根抜け症状を示す可能性が指摘さ

れ’被害機織の詳しい解明が望まれ

る○塚原らは雪踏みが雪圧の軽減に

効果があることを明らかにし，雪の

面から被害発生機構解明，防除に新

しい側面を開いた。

尚橋らは強風による樹幹の揺れ幅

を測る簡易測器を開発し，櫛形と幹

の揺れの関係を把握し，若林らは同

測器を利用して雪起こしロープ張り

が植栽木の根元揺れを軽減すると報

告した。野村はスギ寒風害は樹高が

4m以上になるとほとんど被害が発

生しないことを示し’寒風害防除期

間に一応の．目安を確立した。笹沼ら

は地表植生の存在がスギ凍害発生を

増加させる例を柵告した。今後裸地

化による被害の軽減効果が期待され

る地形．地帯の明確化が望まれる。

樹木の生長と環境の関連では，玉

泉らは種間の水分特性を水分利用効

率のI菌から把握する基礎として，こ

の効率の季節変化を報告した。また

矢幡らは海岸クロマツ林の水分収支

解明のため，樹液流速度と大気飽差

との関係などを明らかにした。いず

れもまだ検討を要すことが残されて

いるが，新たな試みとして注目され

る。‐

中尾らはモミの庇陰苗を高照度下

に移した場合の蒸散量の変化を測定
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し，松本は亜高山帯におけるシラベ

林内外の気象要因の比較とそこに生

育する稚樹の光合成能力の比較を試

みた。これらについては，陰|場樹の

形態的特徴と水分・光合成特性の結

びつきが解lﾘlされることを望むとと

もに尖験手法に一工夫されることが

望まれる。橘本らはスギ林分におけ

る直遮光消滅係数と林齢の関係を求

め，樹齢による樹冠形，とくに枝葉

の撒き方が直達光の透過に大きく影

響していることを報告した。以上の

-連の鞭告に関連した発表は造林(31

会場でも行なわれた。

佐々らは根の生焚に一定のリズム

があることを提唱し，苅住らは大型

根箱による実験例を紹介した。寺田

らは海岸砂地に客土した場合の効果

と根の形態について報告した。根に

関しては未解明の事柄が多く，新し

いアイディアや装置によって根の生

長機織が解明されることが望まれ

る。林田はヒノキの幹呼吸量と肥大

生長の関係の把握を，中村は無機養

分濃度による備緑広葉樹の種間差の

把握を試みた結果を報告した。右田

らはさし付当年のスギの着花につい

て報告し,C/N率の高い苗木に着

花が多いことを示唆した。また藤田

らは観賞用高山植物の実生と株分け

による増殖，薬袋はマダケの移植，

富岡らはクリのさし木増殖をそれぞ

れ試みた結果を報告した。杉浦らは

オウレン栽培地のミヤマカンスケの

枯殺を除草剤で試み，一定の成果を

あげた報告をした。

造 林
（ポスターセッションの部）

林試造林部小谷圭司

＝や晶茸一

今大会の樹木生理に関する研究発

表のうち，ポスターセッション方式

が採用されたものは，とびいり’件

を含めて16課題であった。主とし

て,樹木の生長と形態形成を，温度，

日憧，光質という環境要因から検討

するという点でまとめられていたた

め，問題意識の共通性が高く，各

ポスター前でのディスカッションは

なかなかにぎやかなものとなった。

個々の研究者のねらいは，植物の地

域分布限界の解明にあったり，ある

いは天然更新，育種，育苗のための

要因解析であったり様々であるが，

すべての環境要因が樹木の内的生理

を通じて発現する以上，仮に樹木が

発狂するような極端な環境要因が配

憧されていたとしても，樹木の全体

像をより深くつかむうえで重要なヒ

ントを与えるのであり，そうした共

通意識がこのポスターセッションを

成功に導いた理由であろう。

永田らは，3つの発表を通じて，

樹木の休眠の性質について報告し

た。永田によれば，そのねらいは，

休眠そのもののあり方を知るととも

に，休眠との関連で樹木の生育限界

の決定機織を明らかにすることにあ

る。ウメ，サクラの花芽の低温処理

と開花前線の関係を調べると，一般

的に低温にあう期間が長いほど，低

い臘度で開芽できるようになるが，

真冬日のある地方では，低い温度で

は開花がおくれ，それは芽の凍結の

影瀞であろうとした。すなわち，芽

の凍結は，実験的にも休眠打破を遅

らせる｡Vegisによれば,休眠とは|州

芽可能な温度範囲が著しく狭いかあ

るいは開芽できる温度条件が存在し

ないステージということになるが，

この定義に従えば，凍結は休眠を深

めるとせざるを得ないであろう。

あわせて，サザンカの花芽（12月

一1月に開芽)，葉芽（5月に|淵芽）

の開芽時期の違いは，各々の低温要

求量の異なりにあり，したがって各

ステージでの開芽可能温度域は，花

芽と葉芽で異なり各々の休眠のあり

方が異なることが示された。またア

ラカシなど常緑広葉樹の休眠期の挙

動もあわせて報告された。この発表

ではグラフの横軸が非常に長い時間

にわたる巻紙状の図表が出され，ポ

スターセッションならではというと

ころであった。

新聖らは，沖縄にアカマツ・クロ

マツが生育しない理由を細く，今|皿

は日長と湿度の組み合わせにより，

できるだけ各地域の自然条件に近い

実験条件を与えて，天然分布の決定

機構を探ろうとした｡しかしアカマ

ツは一般の植物とは異なり，その限

界日長は単純な温度依存ではなくな

お複雑な問題のからみがあるよう

だ。信州・北海道の日長モデルによ

るカラマツの試験では，限界日長の

伽度依作がかなりはっきりしてい

た。このような多要因の組み合わ

せ,3次元グラフ表示の場合，ポス

ターディスプレイが非常に有効に生

かされる。

長尾はジベレリンによるヒノキと

スギの花成について調べ，ヒノキの

場合雄花は長日・尚温で分化しやす

いが，短口では分化しにくく，雌花

は中日長で分化しやすくなる。スギ

では雄佗はヒノキと同様だが，雌花

はむしろ高温・短日長によって分化

する。これらの結果は，採種園管理

に重要な示唆を与えており，注目さ

れた。この発表では，グラフの写真

を引き伸したものを用い，仕上がり

が非常に美しかったが，文字にタイ

プ印字を用いたため，かなり引き仲
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令8

鰯

ポスターセッション会甥（造林部門）

しても字が小さく，少し離れると見

にくいという声もあった。

寺田は，トドマツを含む8樹種に

関し，土壌温度を6～40｡Cの8段

階としてその生長と根の分岐を洲べ

た。地温は単に根のおかれた外囲環

境であるにとどまらず，樹休を移動

する水の温度に影響を与え，その解

析は非常に困難であるが，さらに詳

しい澗査により，裸地での，あるい

は融雪期の生育特性の問題へのアプ

ローチが拓かれるだろう。樹睡・処

理とも多いので，ポスターセッショ

ン向きの題材だが，もう少しカラフ

ルにしてわかりやすくしてほしいと

いう感があった。

小池は，ヒノキの生長点が動きに

くくなりはじめる10～11月にかけ

て光合成適温も約10｡C低温側へ移

行する事実を見いだし，生育期にあ

るヒノキを高淵(30｡～25｡C)から低

柵(12｡～16｡C)/､,またはその逆に

移動する実験をしたところ，呼吸も

光合成も2－4imlIMで生育柵度に適

応することを見いだした。そして高

→低区では葉LI.'の不飽和脂肪酸の増

加，低→商で飽和脂肪酸の増加とい

ったラン藻などで縛られている生体

膜の相転移温度,14｡Cがヒノキで

も何らかの意味をもつのではないか

と主張した。生体膜の分析はオルガ

ネラの膜分画でやるべきという声も

出されていたが，休眠問題とのかか

わりもあり全葉分析も意味がないと

はいえないだろう。図表は，青地コ

ットン紙を台紙とし見やすく整理さ

れていた。また，詳細なレジュメが

配られ親切ではあるが，同時にポス

ターディスプレイをもっと有効に利

用したらという声もあった。

光質関連2題では，山下らが，特

殊なフィルムによる林内光質環境の

モデルを作り，ヒノキの生長を調べ

た結果，林内波長域での生長は著し

く悪かった。しかし，フィルムにス

リットをいれた直達光入射モデルで

は，生長がよく，直達光の赤色成分

の没割を評価した。この発表は，す

べてB4サイズに統一されており，

文字はよく考えられた大きさだった

が，グラフの線が細く，近づかない

と見にくいという声があった。

llil1lらは，キハダの苗高，苗元経

とも，青，赤，全光30％,緑,青緑，

対照区の順に低下することを示した

がこの傾向は既搬のマツ，カンパと

は必ずしも一致せず，特定樹種のも

つ特性として興味をひいた。

船越はとび入りということで，ト

ドマツの頂芽形成と発育の周年変化

について美しい顕微鏡写真を展示し

た。演者の主張もさることながら，

専門外の参加者が，芽の形態学につ

いて講義をうけるといった風景もみ

られ，ポスターセッションならでは

の成果であった。

以上のほか，商橋はカンパの側根

と直根の吸水比率をヒートパルス法

によって求める試みを報告した。4

cm程度の大きさの文字で掛かれて

おり見やすく好評だったが，限られ

たスペースでは詳細を欠くうらみが

あり，このあたりのかねあいが今後

検討されねばならないだろう。中村

は，生活形別にみた広薬樹29樋の

呼吸量の測定値を示した。29種と

多樹種であり，これもポスターセッ

ションの有効性が発揮されるテーマ

であった。郷らは，ナンキンハゼの

種子発芽にGAが有効であることを

発見した。角園らは，ポプラのオゾ

ン感受性のクローン間差を淵べその

発現機構を検討した。可視被害の病

徴写真が出され緋しく観察できた。

今回，林学会大会としてはじめて

ポスターセッションがもたれたわけ

だが，幾分のとまどいはあったにし

ても，大成功であったといえる。た

だ，同時に他会場で遺伝・生態の通

常講演が行なわれており，それらの

参加者が論議に加われなかったのが

残念である。いっそ造林部IIWだけで

も全部ポスターセッションにしたら

という声もあった。

演者の方の問題点としては，パネ

ルのスペースと文字図表の大きさの

かね合いがむずかしいこと，数表が

多くグラフの比率をもっと商めるこ
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と，要旨を掲示しない例が多く，何

度も始めから話すことを強いられた

り，複雑な枝わかれのある実験にフ

ローシートがないため四苦八苦する

ケースもあった。一方，要旨・図表

があるのに余り読まず，最初から終

わりまで説明を要求する聴衆もいた

りで，おおむねの感想として，今ま

でになく充実した発表ではあった

が，掲示時間も長く，話し疲れたと

いったところであった。

造林(3)

林試造林部加茂皓一

造林(3)（第6会場）では主に生

態・保育部門の発表が行なわれ,2

～6題の発表ごとに総合討論がもた

れた。

発表内容は多方而にわたったが，

大別して森林の動態・更新，物質生

産，保育に分けられたので，以下に

その概要を紹介する。

＜森林の動態・更新＞

過去の森林の変遷について，花粉

分折から高原は裏日木でスギが沖職

世後期に増加したことを示し，竹岡

は九州でのスギの出現時期を推定し

た。現存する森林の動態に関して，

角張は標高の異なる8カ所のブナ林

で10年間枯死と生長を追跡し，亜

高木層でもっとも高い死亡率を認め

た。蒲谷らはモミ，ツガ林の40年

間の種組成，樹高，直径の変化を調

べ，モミ，ツガの増加が林冠ギャッ

プの形成にもとづくと推論した。近

年，このような森林の動態にかかわ

るギャップの役割が注目されてきた

が，荻野は天然生スギ林のギ･',ツプ

而秋を林分面職の12‘3％とした。

田中は冷柵帯林で樹木位臘図を作製

し，ミズメ小径木はギーI,ツプの部分

に分布することを見いだした。淵戸

らは亜高山滞林で樅成樹極の分布相

関から，針葉樹とダケカンバの間に

すみわけを認めたが，ダケカンバの

更新とギャップの関係が示唆され

る。次に稚樹の更新，生態に関する

発表は今年度も針葉樹が主で多かっ

た。山木はヒノキ種子の林床におけ

る消長を淵べ，種子の動物による食

害はほとんど認められなかったと述

べた。松江らはヒノキ林での抜き伐

り後の光環境の変化とヒノキ稚樹の

動態を調査し，夏目らは種々な更新

面におけるエゾマツ稚幼樹の樹齢，

大きさ，形質を検討し，若林らはシ

マ枯れ帯下におけるシラベの伸長動

態を解析した｡､前田らはブナの天然

更新に関する一連研究として和賀岳

ブナ林の植生と更新を調べた。また

スギ伏条稚樹について，小見山らは

スギ稚樹の明所，賠所における樹形

の違いを年葉数から解析し，田渕ら

は伏条スギの光前歴と蕊齢の速いが

稚樹の光合成にどう影響するかを洲

べた。稚樹の更新にとって亜要な要

因である照度に関する報告が，守屋

らによって天然生スギ林内での日射

量，照度の季節変化について，飯盛

によって帯状伐採地での陽光通のシ

ミュレーションについて，イiなわれ

た。

＜物質生産＞

最近，広葉樹問題が大きく取り上

げられてきたが，広葉樹の現存蚊，

生長に関する発表があった。外舘は

ケヤキ人工林の現存量，幹材職生長

壁を，武藤らはケヤキの単幹形質の

選択を目的としてケヤキ幼水の生長

と形態を，他行らはコナラ卿!〔栽水の

生長と現瀞越をそれぞれ細くた。針

葉樹については，鳥居らの伐倒を一

切行なわずヒノキ人工林の現存通，

生長皿を拭郷した報告と萩原らのカ

ラマツ人工林の光合成の測定例があ

った。また，鈴,kらは竹顛の生態学

的研究の一躍としてハチクの現存

趾，生産趾を洲べた。

＜保青＞

側鎖したヒノキ人工林での落葉の

流亡，表土の浸食は林地保全上大き

な問題であり，これに関連した報告

があった。吉村らはヒノキ林での林

冠閉鎖の述いと下厨植生との関係

を，真鍋らは同じ林分で土壌櫛造を

洲べた。菰田は過密なヒノキ人工林

で抜き伐り前後の照度，下層植生の

変化を追跡調査した。枝打ち，密度

管理と関連して石塚らはアカエゾマ

ツの生産椛造と幹生長量の配分につ

いて報告した。適地適木の面から成

瀬らはスギ，ヒノキの群状的な混交

林の櫛成状態を検討した。また，密

度管理図の作製などに必要な林分上

臓高の電算賎によるプログラミング

が飯盛によって行なわれた。次に，

ササの取り扱い，生態に関して，西

條はチシマザサの稗の年齢椛成と分

散椛造を洲べ，岩元はミヤコザサ草

地の放牧試験と刈払試験を行ない，

稗数や稗商の推移と放牧強度，刈払

II#jW等との関係を検討した。馬場ら

はクマイザサの稗数や生育型を未立

木地と林内とで7年間淵べ，未立木

地では林内より鯉年の出稗数の豊凶

が著しかったという興味ある結果を

得て，ササ個体群の追跡淵査の必要

性を示した，

その他多隙丘陵長沼緑地公園の緑

の変遷について青木らが報告した。
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保 護

林試保謹部小林享夫

前日のポスターセッション形式に

よるマツ枯損の揃原線虫，媒介昆

虫，防除に関する23課題を除いた，

保護部門20課題が4ﾉ]4日午前･午

後にわたり従来どおりの一般講淡形

式で発表された。発表内容は昆虫

8題，樹病10題，鳥獣2通であっ

た。

山崎はマツ林床のオサムシ類トラ

ップの餌としてゴキブリ誘引餌が魚

肉等の生餌に代替しうることを示

し，また同一試験区より定期的に捕

捉虫を除去するとオサムシ類は2週

間で採りつくし，あと回復が無いた

め，空散影響調査等の場合，調査方

法を考慮すべきことを示唆した。佐

藤らによるとマイマイガの著しい食

害を受けたカラマツの材積生長は2

年間半減し，優勢木は以後回復する

が，劣勢木は回復が遅れる。古田ら

は欧州のハイイロアミメハマキの飛

しよう能力は，カラマツ型成虫，若

い個体，重い個体がそれぞれ勝り，

産卵数も多いことをlﾘjらかにした。

高井らはエゾマツオオアブラのエゾ

マツ類幼齢林における季節的変動を

調べ，有翅虫の出現時期と率，定着

コロニーの消長などから，本種はト

ドマツオオアブラに比し集中被害が

出にくいが，アカエゾマツで最も寄

生率が高いことを示した。西村はス

ギカミキリの被害が当初の単木的一

様分布からしだいに周辺へ広がり集

団化することを確かめた。マツバノ

タマバエについては，曽根らは林内

集中加害様相と産卵から羽化まで各

ステージごとの個体群変動をつき合

わせ粟巾的波害発生機柵に考察を力,，

えた。いつぽう斎藤はクロマツ単純

林とイタチハギ混植林において除伐

による被害の変動を調べたが，病‘|・

葉率，針葉長などにおいてはっきり

した効果は現われなかった。吉川は

伐採時期，産卵ばく露時期を変えた

アカマツ樹皮下における穿孔虫類の

種椛成とその生育・発生消長を洲

べ，共｛fあるいは競争関係にある種

の顛別と考察を行なった。

竹下らはマツ林枯損に関係する環

境因子のひとつとして風向を取り上

げ，風向が侵入定着後の被害拡大に

影響を持つことを述べた。松原らは

アカマツ伐倒被害木へのヒノキ枝打

枝葉の被覆効果を調べるとともに，

ナメコ等食用菌の接種による1年間

の発茸鎧とカミキリ生育への影響を

調べた。林（康）らはサンブスギ非

赤枯性溝腐病菌の枝基部への接種に

より，2年後に接砥部上下への職の

形成と腐朽の進行を認め，接種検定

法としての可能性を論じた。鈴木ら

によれば九州地方で各種の方言呼称

があるスギ材質劣化の原因としては

変色と腐朽が重要な位世を占める。

大宜見らはヤマモモこ蕊病病原細菌

の所属同定のため各種細菌学的性質

を調べ,木病原細菌がPsc"do"zo""s

軸"g(zeの新しい病原型(path-

ovar)であるとの結論に達した。浜

らはヒノキ採種園で発見された褐変

球果よりの病原菌の分離，接種実験

等により,A"""α"αA""･""αに

よる新病害として球果褐変病と命名

した。キリの病害については，まず

高村が接木による伝染と各唖発現

症状の確認を行ない，病樹診断法と

しての可能性を示唆した。ついで

小林らは若木胴枯性病菌のひとつ

DoZ"07'e"α属菌について完全世

代の確認と分類学的検討･の結果

を報じ，病原菌をβ0"yoS'んα"･i"

"0”‘“，病名をさめ肌胴枯病とし

た。林らは3種獺の'''1帖性病原菌の

接種による病斑の拡大と子実体形成

経過を追跡し，菌の秘揃により傾向

の異なることを明らかにした。陳野

らは林試浅川実験林のサクラ展示林

に発生した地_上部の瓶害,淵査結果を

縦じ，とくに天ぐ巣病，幼果菌核ルポ

については発病品種，発病時期の詳

細が述べられた。

鳥獣関係では西方がアカネズミと

ヒメネズミの捕独状況，餌の利用状

態から2種の生息環境と共存の可能

性について述べた。吉村らはツキノ

ワグマによるスギのクマハギ被害発

生の地域差の一因として樹皮含有成

分の中からα-ピレンを取り上げ相

関性を示唆した。

総合討論〃式もようやく定蒲した

感じで，討肺も活発に出て時間いつ

ぱいを有意義に使ったのは何よりで

あった。ただスライドがいかにもお

粗末で何のために作るのかをもう一

度よく考えてほしいと思うのが2,3

あったことが画噛点鯖を欠く残念な

ことである。また論文不提出を表明

されたものも多かったが，それらが

のちほど別途発表されるのか，識演

だけでおしまいなのか気になるとこ

ろである。

保護・環境保全
(ポスターセッションの部）

林試保謹部山根明臣

4月3日午前および午後のポスタ

ーセツシ計ンでは，保謹および環境

保全部門のうち，「松くい虫」関述
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宮一一

の研究発表を錐めて展示された。マ

ツノマダラカミキリ，マツノザイセ

ンチュウ，枯損防止薬剤散布の効

果，予防散布の環境生物に対する影

響，天敵，抵抗性系統の選抜，樅病

松の異↑|＃生理など23題が発表され

た。

渡辺・畠村は松枯損防止予防空散

の効果を，赤外カラー空中写真によ

って解析した。散布地，無散地，そ

の境界地帯の3者について，枯損発

生状況のほか，写真で読み取れる林

況，地形などの環境因子を数量化

し，それらの関連性を統計的に解析

したものである。散布地での予防空

散の枯損防止効果は明らかで，空中

写真が被害の正確な査察に極めて有

力であることを示している。

在原・常田はスミチオソ油剤の

秋，冬，春期散布による被害材処理

効果にムラが生ずる原因を明らかに

するため，穿入孔の木屑のつめ方と

殺虫効果との関係を洲べた。木j胃の

つめ方の少ない材内幼虫や，樹皮下

幼虫の死亡率は商く，木屑を多くつ

めているものでは効果が低下するこ

とがあることを示した。

在原。常田は前の発表に続き，被

害材の樹皮の厚さと材内各部の残留

薬量との関係を調べ，皮の厚いもの

では材まで浸透しにくいこと，樹皮

に保持される薬量は厚いほど多いな

どの結果を得て，駆除散布の殺虫効

果に樹皮の状態が影響している可能

性を示唆した。

真宮はマツノザイセンチュウがマ

ッノマダラカミキリの踊室周辺に集

中する現象一蝋室効果一につい

て，集中の時間的経過を細く，2ﾉ1

以降に集中が有意に認められるこ

と，カミキリの螂化，羽化期にいっ

そう顕著になる二と，集中した線虫

(保謹・環境保全部門）ポスターセッション会場

はほとんどが分散型第3期幼虫であ

ることを明らかにした。耐久型幼虫

への脱皮は5月中旬にはじまり，カ

ミキリの羽化期に近づくほど耐久型

幼虫の占める率がi聞くなる。

山根・池田・遠田・具志堅は3種

のトラップを用いて行なった新しい

誘引剤の野外試験結果として，餌木

に匹敵する誘引力のある誘引剤（モ

ノテルペン類あるいはテレピン汕と

エタノール）を発表した。l､ラップ

についてはロート型や電撃型より粘

着板型が優れていた。餌木との比較

は，餌木の誘引性の経口変化，飛来

カミキリの滞留率のちがいなどの因

子があって単純ではないが，誘引剤

設置直後は餌木より多くのカミキリ

を誘引していることを根拠に,静察し

たものである。

遠田・池田・山根は日齢の異なる

マーク虫を放し，叫木，誘引器で再

捕して，飛来距離，放虫から再捕ま

での経過日数，日齢のちがいと反応

のちがいをI淵べた。再111iされたマー

ク虫は69頭（6.9％)，自然虫は181

頭で，Ⅱ齢30日以上のものが80%

を占め,30m以内で再hliされたもの

が多力2つた。

池田・山根・遠田・松浦はエタノ

ールやアセトンを生立木に注入し

て，カミキリに対する誘引性が発現

することを明らかにした。誘引性が

モノテルペン炭化水素とエタノール

の協力作用によって飛躍的に筒まる

ことに着目したものである。

池田・尾田は松が材線虫に侵され

て衰弱していく過程で発現するカミ

キリヘの誘引性が，餌木の場合と同

様な誘引性物質の生成によって生じ

るものかを確かめた。苗木に材線虫

接順後約18日でエタノール，モノ

テルペンの揮発量が急増し，成分パ

ターンも餌水からの揮発性成分と極

めて類似していた。

岡本・山崎・市川は松生立木にパ

ラコート処理することによって誘引

性を生じさせ，マツノマダラカミキ

リ雌雄の飛来状況を調べた。パラコ

ート処理は本来松脂増収法として米

国で考案されたものであるが，副次

的な現象として，松くい虫の産卵加

普が誘発され，松脂増産の障害とし

てl洲魑にされているものである。香

川火のグループは逆にこの現象に着

目し，マツノマダラカミキリの誘引

源としての活用を目的に研究を進め
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ているものである。パラコート処理とrろ，スルファミン酸ソーダと食みられなかった。

木には6月から8月の36～56日間塩に顕著な駆除効果のあることを認土方・高野は同様な湖査をNAC

に1日1本当たり30.7頭，最大56めた。予防空散地で行ない，年次変動はあ

頭が飛来した。山崎・小林はスミチオン空中予防るが同じく比較的安定した烏顛が3

市川・岡本・山崎はパラコート処散布地で，落下昆虫の拾い取りを，年間みられたことを蝿告した。

理木の飛来したカミキリにマークを林内の農道（幅2m)450mについ海老根はヒノキに対するMEP,

つけ，同じ木に放してその後の行動て行ない，マツノマダラカミキリ44NAC,MPPの影群を調べ，商機

を追跡した。昼間はいずこかに飛び頭の落下を砿認した。度の場合，落葉を指標にするとNA

去り，夜再び飛来した。再捕率は雄田畑・山崎は前述で拾い取りしたCfaMPPでも雌処理区よりやや多

43％，雌21％。昆虫のスミチオン残留量を分析し，い落葉を示し，25クローンのうち2
山崎．市川・'剛本はパラコー|､処股間はビロードコガネの7.8ppm， クローンにわずかな異附(MEPで

理によって松脂含量の高くなった材マツノマダラカミキリ2.6ppm,最は6クローン）が認められた。空散
(Lightwood)およびその揮発性油低はアオオサムシの0.5ppmのスミ地での澱度では薬害として問題にな

成分の誘引性を室内および野外で生チオンを検川した。残留量にちがいらないことをも示している。

物試験し，それらに誘引活性のあるのあるのは昆虫の種類によって致死五十嵐は発育段階の異なる越冬幼
ことを認めた。 量に差があることなどによるものと虫の生息している餌木を冬期野外に

佐保は被害材からマツノザイセン推定している。おき，キツツキ類の捕食状況を洲ベ

チュウを駆除することで，被害材を高野・土方はスミチオン予防空散た。材内輔室内の幼虫は高率で捕食

翌年の感染源としない方法がないも地の鳥類相，個体数，テリトリーなされること，樹皮下の幼虫は捕食を

のかと考え，材中にいろいろな薬品どを，散布前後を含めて4～9月に免れることが多いことを示した。
を注入して線虫の増殖状態を調べた調べた。散布による影響はほとんど池田・須崎はマツノザイセンチュ

伝新刊ヨ

現代
筒井迪夫著 －

現代d哩一

筒’I:迦夫

1

1

A5判155頁

定価2,000円
（〒実費）

－現代の森林をとりまく諸問題を考察する－

森林の現代における役割には多くの面があるが，その問題状況は極めて多様性を
持っているのが特徴的である。林政問題は森林の中だけでは解決できないという，
言ってみれば当然の問題状況が，広く深くなりつつあるのが現代である。森林とそ
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ウを接種したクロマツについて，水

分通導の変化がどのように生じるか

を調べた。木の水分状態は水分通導

抵抗の増大によって低下し，水分通

導抵抗は壁孔が閉塞することで増大

する。樹脂分泌異備はエピセリュウ

細胞の樹脂分泌機能の低下，チロソ

イドによる樹脂道の閉塞，マッノザ

イセンチュウによるエピセリュウ細

胞の破壊によって起こる。

糟谷・岸・佐倉・滴原・成瀬はマ

ッノザイセンチュウ抵抗性クロマ

ツ，アカマツを選抜するため，激害

地域で残存している松を抵抗性の系

統と考え，これらに材線虫を接種し

て抵抗性を調べた。抵抗性は樹齢に

よって差があり，若いものほど強い

ようで抵抗性と思われる残存木の天

然下種幼齢木も抵抗性が強かった。

稿本はマッノザイセンチュウ病に

罹病した松の生理変化を，接種クロ

マツの形成厨活動の変化を指標に追

究した。形成風活動に影響の現われ

るのは，樹脂分泌の異附が現われる

時期とほぼ一致し，蒸散量低下が現

われるころには，すでに形成層活動

は停止していることが判明し，感染

後，松の生理反応としては早い時期

に組織内に強い病的変化が現われて

いることをうかがわせるとした。

環境保全部門の松くい虫関係には

次の2題があった。米田・勝又・斉

木・椿・山中・辰巳は松の樹脂中で

発見した線虫捕捉菌，Aγ/〃γo6oかｼs

Sp.が，供試した3極の線虫のうち，

マツノザイセンチュウのみを特異的

に捕捉すること，捕捉器官が側生菌

糸であることを明らかにし，さらに

は捕捉の状況などを観察記録した。

米田・斉水・手塚・辰巳はセイタ

カアワダチソウの根茎に含まれる殺

線虫物質(DMC)の，マツノザイ

センチュウ他2種の線虫に対する毒

惟を調べ，マツノザイセンチュウ他

1極に対して強い毒雑のあることを

確かめた。この物質は樹脂の添加で

殺線虫活性は著しく低下する。

午後41I＃より午前・午後両セッシ

ョンでの発表に関連した総合討論が

行なわれた。マツノマダラカミキリ

の誘引，駆除効果，空散の環坑生物

に対する影職材線虫に雁瓶した松

の生理異常，線虫捕捉繭の防除への

利用可能桃などが主として話題にな

った。

林学会大会でポスターセッション

が採用されたのは，来年の節17回

ユフロ大会でもはじめて採用される

ことになり，一度実際に経験して，

ポスター掲示による研究発表の長

所，短所，ポスター作成上の問魎点

などを検討しておく必要があったた

めときいている。いずれ関係者によ

る総括が行なわれるであろうが，気

付いた点を1，2あげると，文漱に

よる説明と図表の内容とのバランス

を考慮することが重要で，細かい字

で文章を多くすると読み取りに困難

をきたすし，逆に図表だけでは一人

一人に口頭で説明しなければ発表者

の企図するところがわからない。図

表もあまり数字が多いと説IJJされな

い限り，ポイントがどこにあるか判

断するのに時間がかかる。発表者の

一人としての感想は，ある程度のバ

ランスと大きさの文字を記したり，

作図する際スライド作成と同じ程度

に簡便な用具，機器が利用可能なら

ば，発表者の企図をより|ﾘI解に掲示

し得たのではないかということであ

った。ともあれ林学会大会初の試み

は参会者の関心をひき，参加者も多

く，密度の高い質疑応答，討論が交

わされて盛会であったのはよるこば

しい。

防
碓
火

山形大学農学部中島勇喜

防災部門は32題について発表が

行なわれた。昨年，一昨年より発表

WI:数は減少したものの活発な意見交

換が行なわれた。以下，発表順に識

蹴の概略を報告する。

まず地中水分関係では，岩元が山

地崩壊との関連で土壌水分を斜面形

別に現地観測した結果を示し，次い

で村_上は岩元の報告で現地調査に馬

いられた比熱式土壌水分計の特性

を，砂質土の締め固め度合と粒径を

変えて求めている。村井は土壌の貯

水能を森林の個別的機能の1つとし

てとらえ，北上地域における立地因

j皇と貯水能との偏相関について報告

した。土質関係では，梅田がマサ土

の強度に及ぼす浸透流の影騨を主応

カーヒズミ曲線によって示した。

水文関係では，谷が水位の上昇には

雨水の集中があること，流量および

地下水位が降雨履歴によらず一定の

減衰を示すことを示し，福嶌は山地

小流域での渓床におけるピーク流量

の水道モデルによる計算値と観測値

との比較を行なっている。竹下は中

野の方法を用い低水流出量を4区分

し，指数型の減水曲線式で係数を求

め，流域処理の影響が係数に表われ

ないと報じた。戎は前会の報告につ

づいて，山地表層祁における出水モ

デルの適用性について検討してい

る。

小川は土層の飽和に要する累加雨

量の算定法を示し，土石流の危険度

の判定法として，前大会とともに降
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雨強度と累加雨量との両面からのと

らえ方を示した。鈴木は蒸発散量を

Monteith式を用い微気象的に解析

し，遮断モデルによって植生の影響

について検討している。植生関係で

は，小橋が植生の通的指標として8

要閃をとり，非線型マップにより，

のり面の位置づけを行なっている。

新谷は林道切取裸地斜面の木本侵入

訓査により，平たん部，庇蔭部に数

多く侵入している実態を示した。原

は土壌条件の異なる林道のりimiの追

肥効果について，その有効性が火で

あることを報告している。津ulは雨

滴衝嬢力による盛」．､のり而土域の飛

砂量を求め，土壌硬度指数が大とな

るほど飛砂量が増大する興味深い結

果を示した。江崎は津田の報告の続

報として，土砂流出鼠に及ぼす土域

硬度と土壌粒径の分布範囲の影響が

大きく，それらの増大が土砂流出母

を増すことになるとしている。ひき

続き江崎は2題の発表を行なった。

まず，林道切取のりiniにおける植生

の復旧による降雨流出の変化につい

て過去6年間のとりまとめを述べ，

次いで瀬戸内マサ土地城での林道路

miiの侵食土砂量と環境諸因子との関

係を小雨と多雨地域に分けて比較し

ていた。前|耐に続いての江崎の潴力

的な発表は注目に値しよう。崩壊関

係では,北沢が地質,崩壊,地図各台

帳を作り，流域の密築度と崩壊地の

規摸が花崗岩と堆職岩とをそれぞれ

主とする流域によって異なることを

詳細な資料によって示した。細田は

地形解析的に，特に斜面長と崩壊と

の関連についてとりあげ，斜面長の

短い部分に崩壊が多いと報じたが，

この結論を得るためには，非崩壊地

を含めた対象地域内の斜面長の分布

を加えて検討する必要があろう。下

川は斜面の表層すべりとの関連で，

花尚岩地帯の山地表層土の再形成を

とりあげ，堆秋土の分布等について

明らかにしている。石田は林地表圃

に影響を与える因子とその影響を仮

説によりシミュレーションを行なっ

ているが，報告者には難解であり，

目的の紹介にとどめざるを得ない。

真板は崩壊地表面礫の径と植生侵入

との間に密接な関連があることを示

している。落合は地すべり防止区域

台帳に甚づき，社会的要因の県別分

布が地すべりと人間社会との距離を

表わす指標となるとしているが，こ

のような机上での解析と同時に現場

的な社会的要因の把握の方法につい

ての検討の必要性が感じられた。渓

間工に関して，村上は渓床変動に及

ぼす諸因子の影聯について，特に安

定部の"j長について報じた。海岸砂

防関係では，逆雌が市街地の造成に

ともなう新たな災害の発生が見られ

るとして，新潟海岸における土地利

用区分による飛砂防Mli林の変遷につ

いて論じた。凱象|卿係では，北田が

岩手県下の気i,IIの地域ごとの特性を

示した。ダム関係では，細引がダム

本体と水叩とを一体としたllfと分離

した時の双方について有限要素法に

よって応力を求め，水叩を長くする

よりは厚くしたほうが応力面からは

有利であること等を明らかにしてい

る。一方，大谷はアーチダムの股副・

諸元が与えられた時に，ネツリー法

での計算が可能かどうかの判定を下

すために計･算の簡略化を示してい

る。治山材料関係では，竹内が鋼繊

維補強材を引張り側に混入するほう

が曲げ強度の増加が期待できると

し，堀内はコンクリート椛造物のす

りへり損食の要素として，石礫の突

き砕き作用をとりあげ，石礫の代わ

りに用いた鋼球の大きさ，重量等の

l駿耗量との関係を示した。大谷は治

山ダムクラックの開口変位量が温度

上昇時と下降時とで異なった挙動を

とることを報じ，陶山は木材強度に

及ぼす試験片と欠陥それぞれの寸法

効果をアカマツ材を用い破壊力学的

に解析し，寸法効果の影響が表われ

ないこと等を報告した。

利 用

林試機械化部鈴木晧史

利用部門では2日間にわたり延べ

62名による27題の研究発表が行な

われた。第1日目の内容は林道に関

するもの4題，伐出作業地域も含む

地形解析に関するもの4題，チェー

ンソーに関するもの5題，それに集

材機・搬器・架線に関するものが計

5題であり，第2日目は集材架線に

関するもの4題,I､ラクダおよびホ

ーバクラフトに関するもの各1題，

集材作業条件等に関するもの3題で

あった。以下，講演順に概要を紹介

する。

小林らは林道路面特性を把握する

方法として変位計および振動加速度

計を車両に取りつけ，障害物の大き

さと車輪の反応量とを比較した。中

尾は林道の樅造と路面侵食の関係を

求めるためマサ土地機に開設された

林道路線上に発生した侵食の状況と

上方区間の要因とを関連づけた。山

崎らは前報にひきつづき民有林林道

の標識について実態調査を行なうと

ともに，試作案内標識の実地試験を

行なった。

小林は山岳林における林道網配置

計画に関して既設林道および林道の
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起点位置が林道配置に及ぼす影響に

ついて樅討した。井上はシミュレー

ションによる林内のトラクタ集材路

網の節2報として4つの路網パター

ンについて地形との関連を求めた。

芝らは地形解析に対するスペクトル

概念の応用の続報として5万分の1

地形図から4方位について縦断面曲

線を求め，相対商度差分布および傾

斜角分布の標準偏差を決定した。桑

原は森林組合における伐出作業の地

域区分を行ないその地域区分に対応

する伐出作業のあてはめを検討し

た。瀧本らはチェーンソーの振動，

騒音による生理的負担について，シ

ミュレーション実験を行ない被験者

を分類した。後藤らはチェーンソー

の防振設計の指針とするため，防振

構造の最適な質量比と防振材の配置

を求めた。

平松らは目立ての程度を変えたソ

ーチェーンを使用し，玉切鋸断時の

案内板および前ハンドルの振動加速

度と変位量に対する影響をi淵べた。

石井らは改良形把持力計を加振器お

よび玉切り鋸断中のチェーンソーに

取りつけて振動体を把持した時の各

手指筋力比を求めた。鈴木らはムリ

ネを利用したチェーンソー流体負荷

装置を試作し，負荷条件別のチェー

ンソーの排気ガス分析と燃費率とを

求めた。豊川は前回につづいて集材

機のレバーの位置関係を調査し，現

場作業者の体位から検討を加えた。

鈴木らはY形策材架線の搬器として

使用されているMC形搬器の没計改

良を行ない軽量化をすすめた。3支

点架線用集材機のインタロック機能

について酒井らはエンジンおよびト

ルコンのIH力トルクを実測し動力回

生率を求め，神崎らは荷重点を制御

するのに差動歯車が有効であること

を示した。近藤はH形架線における

荷掛けフックの所要亜量および集材

可能範囲について検討した。堀はド

ラムにロープを巻き取る際の張力を

求める理論式をたて，乱巻きに対す

る安全性について検討を加えた。小

野らは前回につづいて室内実験用の

ジグザグエンドレス索の連続走行試

験装置により化繊ロープ荷吊り索の

耐久力と強度について調べた。大河

原らは天然林の択伐作業における新

しい機械化技術として軽装備岩大式

繍上樹とじての

Y形架線集材法の現地試験を行なっ

た。小沼は三線式気球集材におけ

る索張力計算法の実用性について

1,400m3の気球を用いた現地試験

結果から考察を行なった。三村らは

ROPS(転倒時逆転者保護構造）

クローラトラクタの強度および諸性

能（振動・騒音・空調）について検

討した。村山らは林業機械としての

GEM(ホーバクラフト）の第6報

としてGEMに補助車輪をつけ走行

実験を行なった。飛岡らは北海道の

国有林におけるトラクタ集材42件

の作業実績数値を用い，労働生産件

と10作業条件因子との相互関係を

解析した。辻井はモノケープルシス

テムでのサイクル時間の推定に一因

子情報路モデルをあてはめ，モデル

適用の可能性を検討した。奥田らは

集材機の運転者の振動に対する主観

的評価と作業構成要因および振動物

理量との関係をSD法を用いて検討

した。

今年も数魑ごとに総合討論を行な

ったが，個別的な質疑応答に終わる

ことが多く，かみあった議論は少な

かったようである。

石川健康著

ﾘ類
A5判220頁（図版写真60)上製本定価2,500円（送料200円）

緑化樹に適するユウカリを対象とし、内容

て，その一般的性質とわが国に生育く’章＞緑化樹としてのユウカリ類，＜2章＞幻の南方大陸と
ユウカリ類の発見，＜3章＞世界への普及，＜4章＞原産地の

可能な樹種40種余につき詳述した。風土，＜5章＞ユウカリ類の生態と特性，＜6章＞ユウカリ類
の形態と呼称，＜7章＞育成技術，＜8章＞わが国に適応可能
な緑化用ユウカリ類40種，＜附＞文献，樹種名索引。

お申込に際しては（社）日本林業技術協会（事業課）まで〔お取次いたします〕
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明治22年（1889年）から昭和22年（1947年）の林政統一まで58年間

続いた御料林経営の発想は，憲法発布に備えて皇室財産の確立をはかるべ

しとする明治12～16年ころの朝野の論議に端を発します。

徳大寺実則・柳原前光・岩倉具視など公卿出身の政治家がまずこれを主

唱したのは当然でしょうが，自由民権派の理論的指導者と目されていた福

沢諭吉が『帝室論』を発表してこれを唱えたのは異色でありました。その

他井上馨等参議クラスの数人からの提言もあり，伊藤博文・山県有朋両

実力者がその必要性を認めたので，皇室財産充実の件は当時の言葉でいえ
ぴようぎみんろん

ば「廟議民論」の大勢として定まりました。なかんずく，右大臣岩倉具視

は16年7月にガンで死去する前，病床に井上馨を呼んで，間もなく帰朝

する伊藤博文への遺言として，来るべき立憲下での皇室の尊厳維持の策に

ついて念を押したといいますから，よほど心底から気にかけていたためで

しょう。結局この人の熱意が極手になったようです。

当時皇室財産として構想されたのは，鉱山・工場・船渠・農地・森林な

どでありましたが，大体論者の意見には官林移管に比重のかかったものが

多く，とくに中村弥六がウィーンでこれを談じた柳原前光（当時駐露公

使）の紹介で岩倉具視に提出したという意見書は，外国の事例などもあげ

て，農地を不可とし森林を最適とする旨をこまかに論じています。非常に
こうけつ

長文のものですがその趣旨は，要するに“人民の膏血”と無縁に価値を生

む大森林の合理的経営が皇室経済にふさわしく，かつ大利があるというの

です。当時御料地に編入された農地や鉱山がほとんど後年に手ばなされ，
森林でも入会関係の複雑なところは結局下げもどしや下賜が行なわれた経

緯からして，この中村の提言は真に卓見だったと思われます。

以上のように，建議・提言の類は十分すぎるほど出揃って，16年後半

の時期に要路者間の合意は実質的に定まったと見られますが，正式にその

方針を確認した文書の類はなく，政府は逐次それを態度で示したような形
になっています。

すなわち，18年12月，宮内省に皇室財産を管理する御料局が置かれた

のがその始まりであり，この機構の設置が官林の御料地編入を含みとする

ことは人事面に現われました。長官はもと威臨丸の磯関長で，後に海軍機
関総監をやった旧幕臣の肥田浜五郎でしたが，次長格の主事補として，内
務省地理局時代にすでに山林課長をやり，その後も山林一筋に勤めてきた

豊:記官の山本清十が19年の1月に農商務省から極出し，官林編入のこと
は実質的に山本がとりしきる形になりました。

さてその次の動きは，御料局の発議で宮内大臣から内務・農商務両大臣
へ，青森・秋田・埼玉・東京・京都（山城国）・大阪・兵庫（摂津国）・奈
良・熊本・宮崎(諸方三郡）および神奈川・静岡・長野（西筑摩郡）・岐阜
（恵那郡）など]4府県所在の官林227万町歩（台1帳面積，以下同じ，後
年の実測面積と比べると，内地の官林では概して台帳面積が過大で，その
懸度は西低東高であった）の皇宮付帯地への編入協議で，これが21年5
月でありました。今日的常識からしますと，大臣の間の正式協議が行なわ
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蕊
大小林区署制の発足早々 で,わざわざ特別な調査をして,こことここでは報,:職駕継曾騨紬
いかがですかという下相談を持ちかける空気はなく，ともかく希望を間い鯉胤鯛‘総雛擶
て,万事それからだというような態度であったようで,これには品川系の総惑騨溌2蔑撫

蝋鯛鰄震謙囎驚脇鱒熟撫蹴鑿蕊溌蟻
たこと（第九話）も関係しただろうと推測されます。そこで結局山本の土分散団地となった。

地勘と上層部の政治的含みの合作で,全国の美林のつまみ食いのような協鶴撒繊錨曇醗
臘罵溌,南紙蕊7議案になったのでしょう。

それかあらぬか,宮内大臣は前記両大臣への協議を発した翌6月に,今饒蕊認羅溺雑職

織繊議辮蹴灘灘

1羅瀦窯撫灘
事務的な意志決定が行なわれました。完了した。

この閣議決定後,内閣に井上馨農商務大臣を委員長とする官林官有地欝を惑離蝶蝉織
取調委員会が設けられ,委員としては御料局長官肥田浜五郎,同主事山本鯉瀞瞥脇職誰苓
清十,内務書記官大森鐘一,内務大臣秘書官小松原英太郎,!',林局長田辺識難聴苓潔瀕溌
輝美,東京農林学校教授中村弥六,それに復職したばかりの高橋啄也(第灘就了蝋謝剛県
8話)が幹事役兼務で任命されましたので,これが実質的な協談の場の役驍錆辮誓構鴬辮

論で閉会したものである。な
割を果たしたとみられます。 お’『明治林業逸史』の和111

すなわち,この委員会末期の22年5月に宮内大臣は閣議決定の91万町騨辮撫瀞繍撚
歩中,埼玉･東京･京都･大阪･兵庫･奈良･熊本･宮崎･秋田(前回残滋塔囎騨醗蕨報成
した男鹿官林)各府県に散在する官林29万町歩と，山梨･長野(上下伊鞠獺愈蕊謡鵠澁
那･諏訪3郡)・岐阜(前回の恵那郡のほかに，大野･吉城2郡を除く県嚇腱勤ま卿浮にも
一円を加える）・愛知各県所在の官林に同地域の官有山林原野を加えた82

万町歩とを組み替え，総面積を､154万町歩（後年の実測面積推定60万町

歩内外）とする再協議を内務・農商務両大臣宛に行ない，折り返しその承，

諾を得て，ここに内地御料林区域の般終決定が行なわれました。16年に

無形のコンセンサスがあってから6年を要したわけです。林政総合調査研究所理事長

さて,ここで委員会設置後22年の4月までの間に開かれた前記のﾒﾝバ手束平三郎
一による取調委員会の議事の模様を再現してみましょう｡(第十一話続く）

も
の
が
た
り
り
ん
せ
い
し
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カラマツの芽吹（赤外フィルム使用）

（岐阜県大野郡・溶水一好氏撮影）

ことわ 生態学
14．根掘り葉掘り

信州大学理学部教授

只木良也

菅丞相のゆかりとあらば，根ほり葉ほり絶

やさんとて’蝿の目騰の目（菅原伝授手習

鑑)。根掘り葉掘り，根から枝葉の先まで,何

から何まで，徹底的に，しつこく。

生物の個体や集団がいくら生体量を持って

いるか－生体量のことを現存鐙といいま

す。森林の幹だけを対象とした「蓄積」がこ

れに似た概念です。しかし，現存麓という場

合はふつう絶乾重量であらわします。森林の

葉ヘクタール当たり3t,幹ヘクタール当た

り230tといったいい方もがそれです。

たんに森林全体の現存盤を知るだけなら，

ただ目方を測ればよいのですから簡単です

が，それでは大した意味はありません。その

森林の光合成を通じた生産のしくみと戯とを

知ろうとする生産生態学の分野では，樹木の

いろいろな部分ごとの量やその生産鐙を知る

必要があり’部分部分を分けて測定されま

す。いろいろな部分とは，幹であり，枝であ

り，菜であり，そして根であり，さらに場合

によってはこれらの新旧部分，たとえば当年

枝，’年枝．．…･当年葉，旧年葉，などが分け

て測られます。そしてさらにさらに，これら

の垂直的な分布を知るために，樹高に沿って

1mあるいは2mといった一定の厚みの厨ご

とに分けても測られます。層と部分を分けて

目方を測るために，樹木はまさに切りきざま

れてしまいます。そしてそれは地上部だけで

なく，地下部すなわち根にまで及びます。ま

さに「根掘り葉掘り」調べられるわけです。

本当に馬鹿みたいな仕事になります。かつ

てこの調査を見に来た新聞記者があきれて

｢これも科学ですか？」といったとか。でも，

こんな根掘り葉掘りの調査が各地で進むと，

いろいろな事が明らかになってきました。前

回の話題の森林の葉盆もその一つです。

密生した植物群落では，地上部の現存量を

決める最大の要因は群落の高さ，森林でいえ

ば樹高のようです。森林の地上部現存趾をそ

の土地面積および高木層の樹高で割ると，群

落の占めている空間内での平均現存量密度が

求められます。森林の種類に関係なくこの密

度は0.5～1.5kg/m3,平均1.0kg/m3にな

ります。つまり森林の1m8の空間に含まれ
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同齢林などは前者に，金嘩樹林・混交些！
5●

欝礎麗鴬鴎嘉篁,堰
くなるのにともなって葉層も上に移りi
ますから，全体として眺めれば，群落i

上履に葉が集中する型になっていくと｜
いえましょう。

さて,根掘り葉掘りの結果,森林のL

現存量の知識はかなり豊富になってき匡｡:,1

議灘稜
t/haなどが実測された大きな現存愚｜

の例です。また米国西部の樹高80ml

のセコイア巨木林で2,300tﾉhaとい｜
ー

う大きな値も推定されています。わが国の最

大現存量は，かつて山形県金山にあった大ス

ギ林であろうと思われますが，139年生のと

きのデータから1,250t/11a(樹高42m)と推

定されます。

では，わが国にどれくらいの森林現存量が

あるものでしょうか。これを正確に推定した

ものはありませんが，昭和51年の林野庁の

調べでは全国の木材蓄積が22億In3とのこと

ですから，これから推定してみますと，おそ

らく16Etぐらいではないでしょうか。

さらに世界を見てみましょう。現在もっと

も信頼できると思われるWhittakerとLik-

ens(1973)の推定によると，地球上の植物

現存量は陸海あわせて1兆8,400"tという

ことです。このうち99.8％，1兆8,3601ft

が陸上にあり，その90％,1兆6,500Igtが

森林の現存量で占められています。森林の而

積は陸地のほぼ1/3,地球表面の1/10弱です

から，この狭い面積に地球上の植物量の9割

が集中して存在しているわけで，これは特徴

的なことだといえましょう。

根掘り葉掘りと細かいところから始まっ

て，最後はやたら大きな話に至りました。し

かし，こんな大きな話ができるのも，「根掘

り葉掘り」の積み重ねのおかげです。地球上

の森林現存量のもつ意味などは，また別の機

会に申し上げましょう。

ている植物量は1kgぐらいということで，

割合に小さな数字です。森林は見かけによら

ずすき間ばかりです。なるほど胸高断面讃合

計で考えてみても，ずいぶん混んだ林でも

100m2/1,aはめったにありません。つまり地

面積の1％にも満たないのです。

現存量密度1kg/m3というのは樹高1m当

たり10t/haということです。これから,たと

えば樹高20mの林なら地上部現存量200t/

llaと概算できます。ただし，現存量密度はハ

イマツ林のようにうんと混んだ低木林や逆に

巨大高木林などでは大きくなるようです。ち

なみに草本群落での現存趾密度は平均すれば

0.5kg/m3ぐらいと考えてよいでしょう。

地下部の現存蝋は生活型のちがいで大きく

影響されます。地上部と地下部の比，つまり

T/R率はふつうの1年生草で4～10,根菜

類で0.5～1.0,多年生草本では球根や地下

茎発達のため1以下になります。森林では

TﾉR率は生長が進むほど大きくなる傾向は

ありますが,3～5が常識的な値のようです。

森林では年とともに樹商が大きくなり，毎

年の生長量の一部が蓄蔚されて行きますから

現存量が増加するのがふつうです。枯死など

で現存量は減少しますが，幼壮齢期の森林で

は増加量がこれを上回ります。現存量増加の

主役は幹です。幹という生産物の倉庫を持つ

のが森林の特徴で，このおかげで巨大な現存

量を持つ生産集団となれるわけです。十分に

生育した針葉樹林などでは，幹の瞳は根も含

んだ全現存量の70～80％にも達します。老

齢期の森林では，枯死などによる減少と生長

による増加が平衡を保つようになり，現存量

は増加しなくなります。極相の原生林などで

みられる現象です。

森林を一定の厚みのl勘に水平に分け，掴別

に現存量を求めますと現存鐙の垂直的分布が

わかります。この棟子を図にしたのが生産椛

造図です。一般に幹の戯は地表に近い層ほど

多く，葉と枝の量はある高さに極大値をもつ

型になります。葉謎の分布には上層に集中す

る型と，極大層が比較的下履に現れる型があ

ります。この榊造のちがいが生産力にも林内

微気象にも影響しますが，広葉樹林・純林．

F1:51'l'i'(~FEI:lllli'

'16.8111

支｜｜‐-10,1｝
的、

又

l葡
幹

林斉
生
一
年

生産構造図二つのタ

イプ

点線は相対照度(L
RI)の変化
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＜1＞

岐阜県白川村から富山県庄川町へ

通ずる国道156号の改良工事が完成

したのは，昨年の秋である。その關

通式の換様を伝える新聞各紙のI:|．

で，地元紙のひとつが，装い新たな

"飛越峡合掌ライン”の前史にふれ，

改めて庄川流木事件に言及していた

のを覚えている。

庄川は飛騨高地に源を発し，合掌

集落の村々を北流して日本海に注ぐ

全長132kmの河川だが，上流の白

山東部にひろがる落葉広葉樹林の豊

かさは，今も昔と変わらない。

この庄川をめぐり，大正15年か

らほぼ8年間にわたって争われた流

木事件は，ダム樵築を急ぐ当時の日

本電力と，木材流送の権利を主張す

る飛州木材とのすさまじい抗争であ

った。この闘いは昭和8年，大阪地

裁の判決で画期的な流木権の確認を

みたものの，実際には，ようやく巨

大化の道を踏み出した電力資本と，

その育成を図る行政側の力の前に惨

敗を喫する平野増吉氏の文字どおり

“たった一人の反乱”に終わるが，

しかし，その代償のようなかたち

で，鳥も通わぬと唄われる山間に

“百万円道路”の開さくをもたらす

わけである。

それにしても平野増吉氏は，もの

すごい人物だったらしい。この人の

年譜をみると明治11年，岐阜県に

生まれ，高等小学校を出るとすぐ誕

父の事業をたすけて山林伐採に従事

盤･森林･人
庄川流木事件と平野増吉翁

するが，やがて絶えまない事件との

かかわりが始まる。おもなものをあ

げてみよう。

木曽御料林境界事件で島崎広助

（藤村の兄）とともに奔走(明32～

35)，長良川流木争議（明40～43)，

御料林解放建白響:を西園寺元老，松

方宮内大臣へ提出（大6)，飛州木

材創立（大10)，木曽川流木争議

（大11～13)，雛田川流木争議（大

13～14)，加越鉄道事件（大14)，

庄川流木事件（大15～昭8)，日本

農林新聞社長時代，木材統制に反対

し，言論集会出版結社等臨時取締法

にふれ下献（昭16)，中野正剛と結

び終戦促進に奔走（昭18)，大日本

政治連盟岐阜県支部長（昭20)，衆

議院議員に当避（昭21)，公職追放

（昭22)，追払令述反容疑で起訴

(11召24),追放解除（昭24),長良

川事件起きる（昭27)，同事件中，

居宅を強制収容で破壊される（昭

31)，脳血栓症で死去，81歳（昭

34)。

＜2＞

私の記憶する平野増吉氏は，昭和

30年前後の数年間，当時武平町に

あった名古屋営林局庁舎で11寺折，垣

間見るにすぎなかったけれど，その

ころは，今は亡き藤巻吉生，現内閣

官房長官の伊東正義両局長が，平野

氏の竹原林道延長問題と同林道沿い

の国有林払下げ問題に手を焼きなが

ら，熱心に対応されていた時期であ

る。旧庁舎の広報室は玄関左手にあ

ったから，正門を出入りする精桿剛

腹な面構えの老人をそのつど見るこ

とができた。私の中の平野像は，そ

のころの不確かな印象と風評によっ

てかたちづくられていた。『流木問

題』（ダイヤモンド社．昭7）の著

者であり，平野氏の理解者として知

られる石山賢吉氏でさえ，「最初，

彼を，ユスリと見た」と書かれてい

るほどだから’当時の平均的な山役

人の評判が良かろうはずはなかっ

た。一方，一代の怪物といわれるほ

どの，大きさをつかみかねていたの

もまた事実であろうが。

そういういわば皮相な人物像が，

私の内部で少しずつ変わり始めるの

は『平野増吉翁伝』（木下青峰．昭

35）と伊東元局長から局誌『みど

り』に頂戴した『忘れ得ぬ人」（昭

38）を拝見してからである。伝記は

平野氏を敬愛する周囲の人びとの仕

事であった。

伊東さんの文章は，考え方を異に

しながらも平野氏の人間性を愛し，

互いに精神的交流を深めてゆくとい

うもので「平野さんの考え方は“国

有林は国民のものだ。営林局は国民

のために，これを管理しておるに過

ぎない。その国民の一人である自分

に払い下げて何が悪い”という論法

でした」そして「国有林の払い下げ

については，平野さんとは対立した

ままでしたが，平野さんの権威，権

力に対する反抗心というものには頭

の下がる気持ちがいたしました。

岡村誼
名古屋営林局広報室

抜き難い樹脂の匂い



…･･明治の藩閥政治に対する自由民

権の闘士の姿を，平野さんの中に見

るような気持ちがして，話し合うた

びに親しさを覚えるようになったこ

とは，疑いを入れません」とも書か

れている。

伝記と『忘れ得ぬ人』に触れ，私

はしだいに平野氏の人柄に近づいて

いったが，しかし，もうひとつふつ

きれない何かがあったのも本当であ

る。

＜3＞

昭和51年の夏，高見順の『流

木』（家の光協会・土とふるさとの

文学全集10，収録）に出会ったの

は，もちろん偶然にすぎないけれ

ど，それだけに衝盤は大きかった。

『流木』は作者30歳の年『文芸』

昭和12年10月号に発表された100

枚程度の短編である。

この作品は，庄川に初の発電所が

つくられることになり，その地方の

木材流送が不可能になるため，流木

権を主張する平野氏（小説ではH

氏）の飛州木材が，浅野総一郎の電

力会社と争うが，結局大資木の圧力

に敗れてゆく。そのころ，作風の娠

換を求め悩んでいた作家のく私＞

は，知人のとりもちで流木事件と接

触，昭和12年夏，現地の飛騨へ取

材旅行するという筋書きで，ルポル

タージュ風な仕立て方が，かえって

作者の肉声が聞こえてくるように思

われた。

作者はこう書いている。「･…･･私

は疲れていた。私を取り巻く情痴の

世界に，そして私にはそれしか書け

ない情痴の小説に，私はもはや疲れ

ていた」と。そして知人のはからい

で平野増吉氏を訪ねることになる。

「小柄なからだは，全身これ胆とい

毒娯
了

蝿
つた感じであった。がっちりした身

体の隅々にまで，闘志が談り溢れて

いるごとく見られた。6Oいくつと

聞いていたが，若々しく艶のある黒

い皮噛，畑々 と輝く|瞳」

木材から山の木々の話に移る。平

野氏は木曽の五木について語ってく

れた。「話に打たれただけでなく，

H氏のそういう話をする語調のうち

に，山の木々に対する深い愛情が感

ぜられたからである。そしてそうい

う話をするH氏の，山男のような達

しい体には樹脂のにおいが抜き難く

濃みつき漂うているように感ぜられ

た。そしてその周囲には山の空気が

静かに爽やかに吹き通うているよう

だ」

ここのところで，私は不意に，永

年のわだかまりが融けてゆくのを覚

えた。さわやかな山風が私のからだ

の中にも吹き込んでくるように思わ

れたのである。

「ユスリの親分のH氏には会って

みたいと思った」作者は，会見のあ

とで「あの人は単なるリャク屋では
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平野増吉氏（昭和27年）『平野

増吉翁伝』から

大牧ダムと国道156号（岐阜県

白川村で）

ないようですね」と知人にもらすの

だが，それでもあれこれ思い迷った

すえ，飛騨への旅を決意する。汽車

で高山へ着くと，乗合自動車で3つ

の峠を越える。庄川筋は“百万円道

路''工事で喧喋を極めていた。泥ん

この現場を，こんどは従歩で合掌集

落の白川村へ向かう。宿の女中と道

連れになったり，営林署の車に便乗

したりして県境を越え，富山県へ。

木材の流送が途絶え，いまは火の消

えたような製材工場の町・青島の旅

館で東京の知人に葉書を書く。「小

生の微力を以ってしては，それに庄

川の流域をただ素通りしただけで

は，到底庄川事件を小説に書けそう

もありませぬ。然し今後の努力をも

って，なんとか書きたいものと振い

立っています。H氏に宜しく御伝声

下さい。貴殿に負けずH氏を尊敬し

たいと思います」

最後に，平野増吉氏の法名が樹香

院釈法誓であることを付け加えてお

こう。

（次回は奥薗栄氏担当）
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ポプラ類の性質

北海道・林産試滝沢忠昭ほか

林産試験場月報No.338

1980年3月P､6～9

ポプラ類は，一般の広葉樹にくら

べ生長が非常に早く，短期間に商材

積の用材が得られ，わが岡では主と

してパルプ原料などの川途に向けら

れている。近年，イクリーポプラ1

-214など外国から導入した品諏に

ついての植栽試験だけでなく，わが

国の在来種を品種改良することによ

り，適応性が高く，耐寒姓にも優れ

た品種を作る試みがなされてきた。

ここでは，こうした品種の材につ

いて基礎的な材質調査を行なったも

ので，年輪幅，繊維長，灘管n径，

構成要素率，容積密度数などの項目

について調査した結果が報告されて

いる。

以下，実験方法，結果と考察にわ

け述べられている。洲査を行なった

各供試木で，ヤマナラシ改良系，ド

ロノキ改良系とも直径生長では1－

214に劣っているが，いずれも5

mm以上の平均年輪幅を示し，全休

としてみれば髄から10年輪くらい

までの生長が旺盛であり，短期I1IIに

高生長が期待される。椛成要素率以

外の項目では，それぞれ供試木間で

品種の違いによると考えられる差異

が認められた。

グランド・カバー・プランツの

生産と利用

東京都・農試戸塚誠

グリーン．エージNo.75

1980年3月p.39～46

グラント・カバー・プランツ(G.

C.P.)(わが国でも，古くから根

締めや坪庭に下草揃(G､C.P.)が

数多く利1Wされてきた）も，最近で

は緑化が謎から質の時代に移りつつ

あり，造園のデザインも立体的にボ

リューム観が要求され，材料も特徴

のある素材･の導入がなされてきてい

る。下草顛も花，炎，香り，葉の色

等紫材の薊評{illiがなされ，陰地に強

いものや法而，雛而緑化等も要求さ

れてきている。

これらの禰要の背景から，鹸近は

各地でG.C.P.の生雌が始められ

ているが，惜職の交換もあまりない

として，今後の生瀧対応や利ﾙl上の

問題点などが考察されている。

以下，カバー・プランツの懲蕊と

効果，カバー・プランツの利用形態

と規絡，生倣の現状と生雄対応の問

題点，生礎ﾔ|:と経済I|;，需要の現況

と流通の緒問題，今後の経営対応と

mli1について述べている。

苗畑機械の開発改良による合理

的な事業運営について

白糠営林署向井貞夫ほか

機械化林業No.316

1980年3月p.66～79

当畷の繭畑では，順和42年度か

らiVi畑の経営改善の一環として17

種類に及ぶ機械，器具の開発改良を

職極的に実施し,実用に供してきた。

ここでは，この開発改良した機械

器具の概要ならびに当署が最も力を

入れて開発した苗木掘取機を中心と

して紹介するとともに，これら苗畑

機械の一連の開発改良による生産性

のnI:等の成製について慨告してい

る。

苗木撤収磯については，従来機の

欠点を改良し，苗木の掘取り，根土

の除去，床地に並べる等一連の作業

を能率的に行なうように工夫したも

ので，本機はトラクタ牽引によるア

タッチメントで，根切装置（根切

刃)，根上除去装置（フォークと|可

転ローラ）で構成され，いずれもボ

ルト締めになっており脱着可能であ

る。なお，各種機械の開発改良によ

る成果として，労働生産性（1人当

たり苗木生産数）は,44年度当支局

平均を100として当苗畑は83であ

ったが，53年度は156（支局平均

131)，苗木生産原価は，同じく44年

度の92に比べて53年度88と，と

もにかなりの向上がみられた。

スギのハチカミ被害

林專技見田巌

ひろしまの林業No6349

1980年4月P､6～7

スギの幹の一部が複雑に肥大隆起

し，樹皮がめくれ，ザラザラした感

じを呈し，これを伐採・割材してみ

ると，内部は変色がすすみ，腐朽し

ており，用材としての価値はほとん

どなくなる。このような症状をハチ

カミ被害と呼んでいるが，被害をう

けても枯死することはまれで，所有



者は被害に気づかない場合が多い。

ハチカミ被害の本質は，木材腐朽

菌による生立木の腐朽であるが，こ

の木材腐朽菌の侵入を助けているの

がスギカミキリで，この食痕あるい

は脱出孔から腐朽菌が生立木の中に

侵入し，次第に腐らせていくのであ

る。以下，スギカミキリの生態，被

害の状況，防除対策等について述べ

ている。被害木は発見次第伐採処置

することであるが，ハチカミ被害は

除伐，間伐あるいは枝打ちの有無，

巧拙等施業との関係は少なく，地域

差があるので被害の多い地域では植

栽樹種を十分に検討する必要がある

としている。

誘引剤による森林害虫の防除

林業研究指導所久保園正昭

熊本の林業No.482

1980年3月p.5

マツノマダラカミキリの防除法の

一つとして「誘引剤」が使用されて

いるが，最近，わが国で合成された

誘引剤を用いて行なった野外試験法

についての結果を報告している。

ふた11･ポリバケツ，ダンポール

箱，紙コップを利期した3種のトラ

ップを供試した。誘引剤（ジスパー

ルア液剤）を脱脂綿にしみこませて

針金で吊し，トラップの内側に設置

した。ダンポール箱およびコップト

ラップには内側に強力な粘着力をも

つ糊を塗布し，ポリバケットトラッ

プには中性洗剤溶液を入れた。これ

らのトラップを広葉樹林および庭園

内の樹木を適当に選び，地上1．0～

1.5mの位世に約20mおきに帯状

に設侭した。

水剤の誘引力はきわめて強力であ

り，マイマイガの直接防除としてよ

りも，当面成虫の発生時期，発生覺

を知るため，すなわち発生予察に効

果的であるとしている。

シラカバほだ木によるシイタケ

栽培

北海道・林産試信太寿ほか

林産試験場月報No.338

1980年3月p.10~13

ほだ木用原木（ナラ類）の供給誹

情は，年々逼迫しており，ナラ類以

外の広葉樹を使うことの検討がなさ

れているが，ここでは，シラカバを

とりあげ，シイタケ機端kの問題点

を検討している。

結論として，シラカバほだ木は林

の腐れが県.く，寿命が短いので，発

生年が早く終了する狐のシイタケ菌

株が適している。また，材部が崩れ

やすいので,I3然発生が適してお

り，総体評価としてはナラ類には及

ばないが，使い方によっては補助的

な役割は果たせるとしている。

コンクリートの吹付斜面の緑化

一グリーン・ポケット工法に

ついて

高橋特殊土木（株）高橋房雄

グリーン．エージNo.75

1980年3月p.47～51

緑化工事，とくにのり面緑化工法

を，より本質的な観点から見直し

て，従来のモルタルまたはコンクリ

ート吹付工法による自然のデスマス

ク的景観ののり面を，より高度な安

全性と人間的で自然な緑の生活空間

に造型して，社会的要請に応えるた

めに，グリーン・ポケットエ法を開

発したものである。

この工法は，切取りのり面におけ

るモルタルまたはコンクリート吹i,1･

面に，植生の生活埜樅を設置して，

低木やツタ，花木等による全面緑化
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を図る工法である。以下，ポケット

タイプとカットタイプの描造，施工

適正時期と作業工程，樹木の選定と

設置激量，グリーン・ポケットエ法

の問題点等が述べられている。

山火事をなくするには

井上桂

山林No.1151

1980年4月p.17～25

III火事を減らすにはその実態を把

握し，適時適切な対鑛を実行するほ

かにない。

以下，まず山火事の実態として，

III火事の原因，いつ，どこに起こる

かを解説し，ついで山火事を防ぐに

あたっての予防と消防の方法につい

て述べている。

木材のプラスチック化の試み(1)

京大農白石信夫

木材工業No.397

1980年4月p.8～14

現在注目されているエステル化反

応による木材のプラスチック化への

試みが述べられている。

以~ド，木号では，水|:ｲ・の熱可塑

WI:,N304-DMFセルロース溶液

中での木材の高級脂肪酸エステル

化，エステル化水粉の熱可塑性につ

いて述べている。

○松原良夫ほか：水源地域対策

の現状と課題(1)

水利科学No.132

1980年4月p.1～18

○志賀和人：後発地育林経営の

現段階（4。完)－群馬県奥

多野山村の分析から－

林業経済No.377

1980年3月p.27～30
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農林鶏昭和55年の

木材需給見通しおよび主要木材の

短期需給見通しを発表く林野庁＞

なったものと見込まれる。

需要部門別には，製材用が対前年

比3％増の5,901万nl3"合板用が

2％増の1,386万In37パルプ用が

10影増の3,269万rn3となってい

る。

一方，供給については，国産材が

対前年5％増の3,414m3となり，

3年ぶりに前年を上回ったが，輸入

材は，素材が対前年比1殆減となっ

たものの，製材26％，チップ14％

とそれぞれ増加したことなどもあ

り，総供給量に占める輸入材の割合

は，53年とほぼ同じ68.7％となっ

ている。

◎主要木材の短期需給見通し

く国産材＞

国産材の大部分を占める製材用工

場入荷量は，4～6月期，7～9月

期を通じ，前年同期をやや下回る程

林野庁は,3月31日,昭和55年1

年間における木材（用材）の需給見

通しと主要木材の短期（4～6月

期，7～9月期）需給見通しについ

て概略次のとおり発表した。

、木材（用材）需給見通し

昭和55年における木材（用材）

の総需要愚は，新設住宅着工戸数が

前年よりかなり落ち込むと見通され

ることなどから，前年よりやや減少

し1億625万In3になるものと見通

される。

需要部門別には，製材用が対前年

比4％減の5,675万nl8,合板用が

6％減の1,305万nl8と見通される

が，パルプ用は需要が引き続き堅洲

と見込まれるところから，1％増の

3,310万nl8が見通される。

一方，供給については，国産材が

前年とほぼ同量の3,390万m8,II'

入材は3彩減の7,235万ln3と見通

される。この結果，総供給量に占め

る輸入材の割合は，前年よりやや下

回り68．1影程度となる見通しであ

る。

昭和54年の需給実績（見通し）

についてみてみると，総需要戯は，

前年を5％上回る1億897万nl8に

｜ゥ、＆
綴 ’
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林業の主要な生産基地である山村

地域は，30年代以降わが国の急速

な経済成長の中でかつて見られない

ような変貌を遂げ，この時期を契機

として多くの問題が顕在化した。そ

の中でも最も大きな変化は，若年層

を中心とする人口の著しい減少とこ

れに伴う過疎化の進行である。

国土庁「山村カード調査」によっ

て，この地域の人口動向をみると，

35年から50年の15年間に約3割

の人口が減少し，地域的には，四

国，九州の減少率が高く，次いで中

国，北海道となっており，総じて西

[1本地域の減少が著しい。また，年
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度で推移するものと見通される。

＜輸入材＞

米材一米材の丸太は，4～6月

期には輸入量，港頭出荷鼠とも前年

同期をやや下回るが，7～9月期は

前年同期をかなり下回って推移する

ものと見通される。また，製材･品は

4～6月，7～9月期を通じ前年同

期をやや上回るものと見通される。

南洋材－4～6月，7～9月期を

通じて前年同期が高水準で推移した

こともあって，かなり減少するもの

と見通される。

北洋材－4～6月期の輸入は引き

続き前年同期を下回るが，7～9月

期は季節要因から輸入鍵もかなり増

加するものと見通される。

ニュージーランド材－4～6月，

7～9月期とも見合うものと見通さ

れる。

ら50年の10年間に15歳未満が40

％，15歳から29歳が22％，30歳

から必歳が25％とそれぞれ減少し

ているのに対して，45雌以上の階

層では45歳から64歳が8％,65歳

以上が15％とそれぞれ増加してお

り，若年層の減少と老齢人口の増加

による年齢椛成のひずみが顕著とな

っている。

このような，人口の激しい流出と

残存人口の高齢化の結果，地域に散

‘在し山村社会を形成する集落，とり

わけ森林の管理・経営の面から重要

な位置にある流域最奥部の集落の中

には生活および生産機能の維持が困

難となっているものがみられ，森林

等の維持管理，安定的な林業生産活

動の確保等の面からも，これらの地

域の整備が重要となっている。

塵●
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三 ＝

言ソ連のアフガン侵入に対するず，メジャーは長い間その存在三
三 三
弓制歳措臘として，カーター大統を注目されることなしに過ごし三
三 三

三領は対ソ穀物輸出の停止策を採てきました。それは，これらの三
三 三

言りました。穀物輸出を外交戦略企業のほとんどがその株式・経冒
三 三

議職瀞簔議蕊
三それに現実に穀物の対ソ禁輸半がユダヤ資本であって,少数旨
＝ ；三

識警鴬篤鰯穀懸茎ご駕鱸
妻鴛礫鮒驚篭物讓繩駕皇筐灌
言では巨大穀物商社数社が輸出のしも安全を保証できないからだ昌

信

畠大半を牛耳っています｡ソ連はメといわれています。：
三 ．＝

弓すでに事前にこれら商社を経てメジャーがはじめて世の注目言
＝『

言'｢仕向け地不明｣の形で大壁のジを浴びたのは,1972年･75年§
言穀物を手に入れているのではなのソ連の大不作で，穀物輸入国畠

冒いかといううわさがあり震ず。ャに転落した時です｡その穀物諭言

識離礁’購蕊離
冒シI､ワークや幾凶の情報網を柵のために起こった国内穀物相場冒
冒 巨
冒成して穀物需給を支配していまの混乱で，農民のメジャーに対言
＝
＝ 目

冒す。国|際石ill資本（石油メジャ する批判がわき起こりました。三
＝

三

三一）になぞらえて「穀物メジャ 米国政府はこの事態を重く見弓
雪 言

昌一」と呼ばれていますが，とくて，重要穀物輸出の事前承認制言
三 三

三にカーギル，コンチネンタル．の採用，農協などメジャー以外言二
言グレイン等5社の弊占が著しくの流通の担い手の育成，穀物検冒
冒 =
E(米国の穀物1愉出の80%のシ査制度の整備等の施策を講じて冒
冒 三
眉エア）5大メジャーと呼ぶこといますが，まだまだメジャーを三
' 三三

三もあります。抑え込むには程遠いようです。三
三 三

三穀物取引に関する限り，世界一般に穀物は重要物資である三
三 三

三に名だたる日本の総合商社もこため，どの国も輸出入は政府磯冒
冒れには歯が立たず,わが国の穀関が管理しています｡米国だけ三
這 三

冒物輸入ももっぱら穀物メジャー が自由貿易の建前から民間企業三
三 三

昌から供給を受ける形をとらざるにまかせているのですが，この富
＝ 屋

冒を得ないのです。辺に米国の穀物政策の今後の問'三
＝ ＝

三世界の穀倉アメリカの穀物を題がありそうです。
三 i三

言ほぼ支配しているにもかかわら 旨三

二 旨

現代用語ノート|葺
＝

三

三
＝

＝

＝ 管
：＝
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日本には日本の雪があり，日水の

雪崩がある。といっても翻訳版で芯

い雪崩を語るには，一般の人が恐れ

る危険な雪崩地に入りびたって観察

しなければならない。人一倍こり性

でそのうえ直観力の鋭い高橘喜平氏

は，営林署・林業試験場の勤務を含

む半世紀にわたる雪崩現場歩きか

ら，ここに砿かに自分の言莱で語る

雪崩の譜:を生み出した。

森林をなぎ倒す雪崩，雪崩の危険

にさらされた林業従事者，雪崩防止

林一雪崩と森林と人間との係わり

は古くかつ深いものである。雪崩は

第2の地表ともいうべき職雪の崩落

現象である。山村住民ならずとも，

雪国の自然を楽しんだり穂雪を利用

しようとする人は，自分が踏みしめ

ているものについて鈍感であっては

なるまい。

「第1章雪崩のつめあと」は，

まず明治16年に新潟県尾神岳での

珍しい雪崩災害の記録を掘り起こし

て紹介している。このほか三俣・富

士・ペテガリなど1ダースにわたる

世に知られたアクシデント雪崩の発

生状況が述べられている。「第2章

雪崩学へのみち」で雪崩分類の基礎

ともいえる全層なだれと表層なだれ

のちがいを統計的に明らかにしてい

る。「第3章日本の雪崩｣，「第4

章日本の雪崩学」では最近の稜雪

学の研究成果をとり入れながら著者

の体験をも加えて，アルプスとはか

なり異なる日本の各種の雪崩がわか

りやすく解説されている。第5章で

は雪崩防止工法と雪崩防止林とをと

りあげ，アルプスのなだれ誘導工法

は湿雪のため日本では失敗したこ

と，切取階段工の施工経験など雪崩

防止林研究成果のエッセンスがまと

められている。最後に雪崩災害に対

する管理や対処の責任問題，民事.

悪勲讓

高橋喜平著

日
本
の
雪
崩
。
雪
雲
へ
の
み
ち

写真の物体はUFO(未確認飛行物体）

でも水母（クラゲ）でもない。いま，ま

さに空中に飛び立たんとしているクワ裏

うどんこ病菌没ﾉり'"“"”α〃z"･”/αの

子のう殻にほかならない。この病菌は，

生育期にはクワを始めコウゾ，ツルコウ

ゾなどの葉裏に白色粉状のコロニー（菌

糸と分生子の混合菌そう）を作り，葉緑

体の変性と減少により黄化と落葉を起こ

す。秋の落葉期（関東地方では10月

中下旬）には，病葉裏面に多数の0.1～

0.5mm径の茶褐色～黒褐色粒状体（子

のう殻）を形成する。写真のように

P血y"“"ｼ"α属の子のう殻は基部が球状

で先端の尖った長い付属糸を持つのが特

徴で，本病菌の場合，子のう殻の中には

各2個の子のう胞子を収めた袋（子の

う）が5～16個つまっている。子のう

殻がまだ若い時はこの付属糸は横にねて

殻が葉面に密着しているが，成熟すると

病
原
体
の
素
顔

う
ど
ん
こ
病
菌
そ
の
２

ピンとまっすぐ立ち，子のう殻を葉面か

ら離して風により飛びやすくする。子の

う殻上面には冠毛と呼ばれる毛状体があ

り，これは水分を得て粘質化し鱈真の

状態)，着陸場所に接着する。翌春子の

う殻は破裂して胞子を飛散し最初の伝染

が始まる。（休試楠木学氏提供）
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刑事での裁判例など最近の傾向が触

れられている。

「わたくしは雪崩の観察をはじめ

てから数年後に，日本には『日本の

雪崩がある』と思うようになった。

外国の雪崩は主として針葉樹林帯で

発生しているが，日本の雪崩は，少

なくとも本州では広葉樹林帯のブナ

帯で発生しているものが圧倒的に多

い。このような森林帯の差は，当然

気象上の差をもたらしているわけ

で，それが雪崩に大きな影蒋を与え

ているはずである」と著者はいう。

また「雪崩に夢中になって，人生の

大半を送ってしまった人間が語る雪

崩のよもやま話のつもりで読んでい

ただけたら－」（あとがき）とも
寸

いう。

著者の文章表現の適確さと雪の写

真の素晴しさについては，すでに数

々の受賞が証明するところである。

この書もさり気なく数々のドグマを

打ち破った内容であるばかりでな

く，数式抜きでわかりやすく，写真

には迫力がある。ともあれ，日本の

冬山に，そして森林と雪に興味と問

題意識をもつものによって，長く読

みつがれていく，本物の重みが感じ

られる書であろう。

（林業試験場防災部・若林隆三）

K三壱壽刑

本の矢三

・エーレ（1936）によって三倍体植

物であると報告され，わが国の林木

育種にも大きな影響をもたらした。

スギやマツなどの四倍体（4つのセ

ット）が作られたが，これらの形質

はあまりにも貧弱であり，本来の三

倍体にかける夢も，色あせていた。

そんなとき，三倍体スギの発見は，

これらを再認させるに-'一分な出来事

であったと言える。

その貧弱な四倍体スギも二倍体と

の交雑では，立派な三倍体スギがで

きる。スギの精英樹にも同じように

三倍体がみられ，また，富士2号と

いうヒノキの精英樹は，ヒノキ，サ

ワラの雑種による三倍体であること

が明らかにされている。

しかし，三倍体植物は，タネなし

スイカで知られるように，不稔性と

いう宿命をもっている。今回の発見

の動機も，タネの発芽率の低いスギ

であった。

林木もやはり櫨吻であり，共通の

生物現象を秘めている。一時は予想

を喪切ったかのように見えたスギ

も，結局は我々の黄任であった。

子供のころ，はきならしたスギ下

駄の，快い響きと，その感触は，細

胞機造の少し大型になった三倍体ス

ギのせいであったかと思うと，つい

嬉しくなる(M.S.)

戦国時代の武将，毛利元就が隆

元，元春，隆景の三子に向かって，

「三本の矢ほど強いものはない」と

説いた一族団結の教訓状は有名な話

だが，このほど三本の矢ともいうべ

きスギが，九州のさしスギ品種のな

かから発見され話題をよんでいる。

「スギの下駄」で名高い大分県は

日田地方に産するウラセバルスギと

ヒノデスギというさしスギ品種が話

題の主である。

これらは三倍体植物といい，染色

体数が3つのセットからなり，33本

を有している(普通のスギは22本)。

両親から受ける各1セットの染色体

数が1セット余分であり，重複する

ことに起因している。

染色体数のセットが増加すれば，

これに比例して，細胞の大きさや，

生育が旺盛になり産業的価値を生

む。このようなことから農業方面で

は倍数性育種が発達した。

細胞内で染色体が3対になると，

どのような生物学的機作ですぐれる

かは，さだかではないが，学問的に

は雑種強勢と倍数体強勢という一応

の説明がつけられている。三木の

矢,三拍子，三愛（琴，酒，詩)，三

一致（時，場所，筋）など，3の数

字の生む不思議な出来事である。

1930年代の後半,スウェーデンで

巨大ポプラが発見された。ニルソン

路

果：旬
の
雪
81.ﾘ

ﾉj月

凸
●

この欄は編築委員が担当しています



44

（ビルマ林産業2,510万ドルとネパ

ール森林開発490万ドル）および技

術援助5件469千ドルである。AD

Bの林業戦略は，現存森林賞源の利

用と人工林を含む生麓体制の確立，

股村開発のための林業振興，行政機

柵の腿伽，森林の環境保全機能の重

視の4つである。林業開発をさまた

げる問題点として，土地の権利関

係，天然林の低位生産，不十分な林

業行政機櫛，技術的諸問題，困難な

森林の機能評liliをあげている。

IBRDとADBはともに,FA

O,UNDP,UNEPなどと協力

しながら，林産業の振興，産業造林

の推進，わけても腿村開発の一環と

してのCommunityforestryを職

極的に推進しようとする姿勢がうか

がわれる。

閥 嗣眉開
※ここに紹介する資料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。

｜|l1llllllll１
１

■
国
■
口
且
■
凸
■

』
■
Ｆ
凸
■
■
■
ワ
ｑ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

▲
■
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
■
０
４

ウ
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■

■
■
ａ
■
■
Ⅱ
日
■
合

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
１

０
■
１
日
Ｉ
０

１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

９
０
１
０
１

。
Ⅱ
０
日
■
ｌ
ｅ

Ｉ
０
ｄ
Ｉ
Ｉ
ｌ

済的発展という見地から考えて，

Communityforestryの推進を通

じて新しい森林を造成すべきである

と説いている。

FAOForestryDepartment,

ForestryforRuraiCommuni
ties,Rome,1978

東南アジア，アフリカなどの開発

途上国における標題の林業開発は，

70年代における同際林業の最大の

トピックであった。FAO林業委員

会などの国際会議の報告などをもと

に，一般向けのPR用に作られたの

が本冊子である。

Self-relianceとSustainedben-

e6tsによって，農村開発に役立つ

林業を推進しなければならないと

し,Multiple-productforestry,

Small-scaleforestry,Arboricul･

ture(Treefarming),Agrisilvi-

culture,Silvipastureに分けて概

説し，中I劇の集約農村林業，フィリ

ピンのTreefarming,韓国のセマ

ウル通勤の林業部門，インドネシア

の混農林業などの事例を紹介してい
ア

｡◎

WorldBank(IBRD)

Forestry;SectorPolicyPaper,

Washington'D.C・'1978

世界銀汀（世銀，正しくは国際復

興開発銀行InternationalBank

forReconstructionandDevelop-

ment)で出した林業白普である。

林業,体産業に対する世銀の融資実繊

は，1976年までの累計で，17プロ

ジェクト，2億4,040万ドルである。

その内訳は産業造林6件（1件当た

り平均8百万ドル)，木材伐出3件，

紙パルプ4件，挫村開発のための林

業3件(フィンランド，フィリピン，

韓国)，森林保全1件,技術協力1件

である。最近ではその融盗範囲を広

げて，農村開発計画の一環としての

多目的林業，地域住民の薪炭林の造

成，環境保全としての森林造成など

に亜点を移しつつある。そこに至っ

たゆえんを，森林の人間社会に対す

る効用から説き起こし，人口増加，

食樋，エネルギー，資源，環境など

の問題をからませて,I淵発途上地域

における森林資源の璽要性とその維

持培錐の方法に及んでいる。

NationalAcademyofSciences,

Leucaena;PromisingForage

andTreeCropfortheTropics,

Washington,D.C.'1977

LeucaenaLeucocephalaは，フ

ィリピンなどでIpil-､ipilと呼ばれ

ている中央アメリカ原産のマメ科の

植物であり，熱帯地域の有望な造林

樹種のひとつである。この植物は，

葉は家畜の飼料に，材は薪炭用材や

建築用材に，また紙・パルプの原料

として，さらには種子は人間の食料

に，タンニン原料などに用いられ

る。成長が早く，やせ地にも生育す

るので，表土の流失した傾斜地の造

林樹種として殺適であり，また農園

の庇蔭樹として適当である。本書

は，既往の試験研究の成果や造林の

結果などを基にして,Leucaenaに

ついての情報をとりまとめた一般

向きの啓蒙書であり,Community

fbrestryの植栽樹種として本種を

推奨している。

ErikEckholm,

PlantingfortheFuture;

ForestryforHumanNeeds,

Worldwatchinstitute,

Washington,D．C・,1979

地球的規模で目下進行しつつお今る

森林資源の枯渇を憂い，将来に備え

て植林の必要性を説いた一般向きの

警世の書である。

このままの事態で推移すれば,20

世紀の終わりには，第3世界の少な

くとも2億5千万人が，最小限の家

庭燃料にもこと欠くことになり，そ

のためには2千5百万haの新しい植

林を実施すべきであるが，その実行

手段は，開発途上地域の社会的経

AsianDevelopmentBank(ADB),

SectorPaperonForestryand

Forestindustries,

Manila,1978

アジア開発銀行で出した林業白書

である。林業林産業に対するADB

の活動は，1977年末で，融資2件
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:版椛は本金に腿し作品の一部’
1は｢林難技術』の表紙・誌上にI
il1n次描戦いたします。
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第35回通常総会の開催および関係行事のお知らせ

総会ならびに関係行事を下記のとおり開催いたしますので，ご出席下さるようご案内申

し上げます。

昭和55年5月10日

社団法人日本林業技術協会

理事長福森友久

記

場月日

5月28日（水）

時間

時分時分
9．00～17.00

17.30～21.30

11.00～12‘00

13.00～16.00

行 事 会

’ 第26回林業技術コンテスト

コンテスト参加者都内見学

理事会

第26回林業技術賞受賞者の表彰

第13回林業技術奨励賞受賞者の表彰

第26回林業技術コンテスト受賞者の表彰

永年勤続職員の表彰

第35回通常総会

総会終了後藤岡光長賞表彰（林業科学技術

振興所）

支部幹事打合会

支部幹事懇談会

日林協5階会議室

はとバス

農林年金会館
〃

〃

〃

〃

〃

〃

5月29日（木）

10.00～12.00

12.00～14.00

5月30日（金） 日林協5階会議室
〃

小畠俊吉（本会専務理事）

◎海外研修員の受入れ

前号の本棚で紹介のとおり交流協

会の委託により台湾造林技術者団長

馬正明氏外5名を本会で受入れ，4

月1日より約1カ月間，林業試験場

（本場，浅川実験林，関西・九州支

場)，九州林木育種場，奈良営林署，

大分県，熊本県，九大において実施

した研修成果について,4月26日本

会において総合討議を行なった。

◎内部研修について

本会職員による土壌調査法現地研

修会をつぎのとおり実施した。

期日：5月7～8日(於:高尾山）

識師：本会主任研究員村松保男

参加人員：8名

◎職員の計報

指導部主任研究員須藤正は,4月

3日執務中脳出血のため倒れ，入院

加療中のところ4月8日病院におい

て死去した｡56歳｡(住所は千葉県柏

市十余二86-54）

協会のうごき’

。第27回森林･林業写真コンクール
の審査について

昨年10月から募集中の森林．林

業写真コンクールは,本年3月31日

をもって締切り，審査会をつぎのと

おり開催し，慎重なる審査の結果別

掲のとおり入逓作品を決定した。

審査月日4月25日

場所本会会議室

審査員島田繊介（写典家）

中野賢一（林野庁林政課長）

今村清光(林野庁研究普及課長）

，八木下弘（写真家）

原忠平（林業改良普及協会副

会長）

昭和55年5月10日発行

林業技術

第458号

編集発行人福森友久

印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会
(〒102）東京都千代田区六番町7

電話03(261)5281(代)～7
（振替東京3-60448番）

〔訂正〕

本誌457号(4月号)に次のような誤りがありましたのでお詫びして訂正いたします。

l.論壇「国有林問題を考える」(8ページ，上から10行目）
●●●

〔……は国有または･…･→･"･･は国有会社営または…･･･〕
2．会員の広場「立木評価式(グラーゼル式)についての一考察」（40ページ,図･4の中）

●

〔趣≧10→趣≦10)

RINGYOGIJUTSU

publishedby
JAPANFORESTTECHNICAL

ASSOCIATION

TOKYOJAPAN



■5月新刊

木材需給の動向と我が国林業
鹿児島大学教授赤井英夫著A5判250頁2,000円(〒200)

これまでの木材需給ならびに林業の動向を考察すると共に、これからの木材需給を展望し、それらをふ

まえて木材滞給をめ〈'る林業の問題点と、今後進むべき｣if本的方向とを明らかにしようとした、需給問

題のベテランが久方振りにまとめた林材界待望の書である。

森林資源論研究日本の造林百年史
萩野敏雄著A5判上製98頁1,800円〒160林政総合協議会編2,500円〒200

｢森林溢源｣とは何か。藩巻の永年の研究成果を撫録しこれからの造林の在るべき姿を考え探るために我が同
た我が131初の｢森林資源論J･森林涜洲は商",ではない の迭林l雌と造林施簸の移り変りを部l''l#ljに記述した。

とし、林紫関係行政マン等に忠孝の変難を辿る;!;:。

立木幹材積表
間伐のすべて 東日本編1,200円〒160
－牛産から搬出･加工･販売まで－

1,200円〒160

坂口勝美監修，川円〒20,駕慧画課編
鴛:蝋撫I捌緤鰐堂耀難:林道災害復旧工法事例集
労務管理論《改訂最新版》日本林道協会編A5判284頁2,500円〒共

災撫復|n．郡の殺計便宜のため、尖際に施工された復

片岡秀夫著2,000円〒200111二l郡の1I'で標iﾘi的とみられる60例を抜き出し、源典

振動障害対策や国有林の常勤制など、ここ数年の変化及び図Miを!|!心に示した般計業務の為の爽務必撫11:。
を蹄まえた待望の全面改訂版。

林道規程・解説と運用
日本林業成熟化の道

日本林道協会1,500円〒共
地域林業の主体をどう形成するか 林道規程の運用について逐条解説した唯一の必辨書も

北川泉編著2,300円〒200好評に応え再版なる/
日本林蕊の現実を具体的に解き、ll*.lｲ錐が発展して

ゆくための新たな爽鋤繍蝿鋤蓄州した諦遡の好著。林道災害復旧の手引
林野庁林道課監修2,200円〒共

溌溺補助･融資･税制全科“の総坐から側､の壷了までの手順をわかりやす《
林野庁監修2,300円〒200系統的に解説した手引書。

54年度の新規施策の国産材振興職､森林総合整備事林業経済論一木材価格と流通一
業等を解説した増補版を新たに追加した。

片岡秀夫著1,800円〒160
図解日本の森林。林業林鼈罪林産業界の鐙大の関心事である『木材1m橘購』
同編集委員会編1,200円〒160ともいうべき待望の書である。

図と解説とで日本の森林.林業の現況と間題点､今後独和・和独林業語彙の方向をとらえることができる。

大金・中里他編2,500円〒160
図説造林技術ずべての研究者が待望していた､戦後初の画期的溌独
造林技術研究会1,500円〒160和，和独語葉。
造林技術全般に亘る写真と図によって、目でみる他に

類をみない造林技術解説書。

日本林業調査会
〒162束京都新宿区市谷本村町28振替東京6-98120壷(03)269-3911番
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’ ’わかりやすい水の力学
＝川を利用し治めるために＝

椎貝博美箸A5判180頁¥2,200

人間にとって、かけがえのないく水＞とうまく付き

合うために、川の言葉・表情にはどのような力学的
要1mが作用しているかを、できる|災l)数式を省いて
わかりやすく解説。愉快なイラスI､多数挿入、

高見寛篝 A5判216頁¥3,200

現在.までの水象に関するアセスメントは、水の

術蝋系としての蒸発散、浸透などの土壌条件の
追求に若干欠ける．'感みがあった。本書は新たな

職想に基づき、降雨・浸透・流出に係わるアセ

スメン|､の手法をわかりやすく例示している。 地すべり。崩壊･土石流
＝予測と対策＝

武居有恒監修A5判344頁Y3,900
砂防学、地理学、地質学など異なった分りfの籟肴に
より、地形学的にみた地すべり・斜mi崩壊などの発
ﾙﾐ状況、そのメカニズムを具体例をあげて解説。

＜主要目次＞1．土地開発と水文環境アセスメントの

必要性2水文環境保全方針・目標・基準の考え方

3．現況把握の基礎技法一地形・地衝・土壌・植生調

森、降雨職観測・降雨強度式・雌御i"t･呼現期間、没

透能のI則述要素と測定法、流出状況の炎現法…他

4．社会・経済環境調査-.1:地利ﾊl.産業､人口､健康

5．影響要素の予測・評価・個別対策一一雄発散趾・浸

透能・保溜雌・等価組度・到達時間・流出係数・流出鎧

の各変化j急測と評価侵食･_I砂流出・土禰流の予測･･他

6．総合対策一浸透雛・保劉禰|i強総合対策、河川災

撫・郁市水害の総合対策7．報告書作成の留意事項

環境ｱｾｽﾒﾝﾄの基礎手法
＝地域計画への導入＝

吉川博也編A5判392頁¥3,900

規換開発の事前評価として、今後の環境堆準、容髄

設定のためにも重要な評価手法である。

明日を築く
知性と技術 ●鹿島出版会 通107束京都港区赤坂6－5－13壷582-2251●振替東京6-180883
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きちとの製図材料､写真技術は
林業技術の発展に貢献しています。
●製図材料=AKケント紙／ダイ

ヤマット／ダイヤマット・スーパ

ー／ミクロトレース／力クラス/ユニ

ノf－／ダイヤセクション/AKノfブ

ール(地積測量図)/農林規格､法

務省規格等の印刷

●写真材料＝ミクロコビL－/カラー

コビー/ジアゾユニノf-/38ジアゾ／

ジァゾカクラス／ジアゾユニノf-

UD200/オリジナルブラック

■ご用命は下記の営業所へご連絡ください

●写真技術＝航空写真フイルム

現像/航空写真密着焼付/引伸偏

位修正/機械図化用ポジフィルム

/モザイク写真/航空写真地図/図

面の複写(拡大､縮小)/地図編纂

と複製/静電写真による地籍図複

製／プラニメーターによる地籍図

その他の面積測定/カラー空中写

真(日本地図センター取次店）

厩剤株式会社 きもと
本社東京都新宿区新宿2-7-1〒I60TELO3(354)0361

●東京営業部盃03(350)0641/SO3(350)0701●大阪支店恋06(772)1412●四国営業所盃0878(34)3351●札幌支店盃011(631)4421●旭川出
張所恋0166(47)2271●松本営業所盃0263(26)8708●新潟出張所壷0252(43)2325●埼玉支店公0488(24)1255●筑波営業所盃0298(51)8171
●横浜営業所盃045(662)8765●名古屋支店盃052(822)5121●北陸営業所恋0762(23)0691●広島支店公0822(63)7761●島根出張所垂0853
(23)2383●山口出張所恋0835(24)1582●福岡支店恋092(271)0797●熊本営業所公0963(82)6947●北九州営業所盃093(951)3351●㈱沖繩

」きもと蚕0988(68)5612●㈱東北きもと公0222(66)0151●㈱東北きもと青森出張所公0177(77)7148

－

地球社
一

森林細合法の解説
林野庁森林組合課･監修/全国森林組合連合会･編/A5判/P230/¥2,800/〒200

森林細合法は、わが同林政の推進にとってきわめて軍要溌意味を持つ。本書は、森林組合法を、詳細か
つ'ﾘl解な解説をしたものであl)、森林細合の役職員、森林組合指導帆当荷をはじめとして、林政に携わ
る関係者に広く析川され、わが'卸林政の椛進と森林組合の．－ﾙﾘの発展に資することを願うものである。

森林施業計画の手引
森林施業計直研究会･編/B6判/P346/¥2,300/〒160

森林施薬計画制庇は、森林所有者とIをlとが/Zいに理解と協力をし合い、森林の施薬を計画的・合理的に

実施し、わが国の森林資源の保持・嬬養と個々の林家の林業経営の合理化に資することを目的に設けら

れた制度である。森林所有荷、森林・林業|卿係者にとって本制度を蝿解するには好適の参考苫である。

造林関係法規集昭和55年版
・林野庁造林課･監修/A5判/P810/¥4,300/〒200

近年、造林事業は、厳い､情勢から停滞しており、森林・林業の推進はもとより、山村地域の振興、国
土の均衡ある発腱のため、今後とも造林｣礫の推進に。〃#の努力が必要である。本ilFは、このような時
期に当り、1I1版(II"1150年版）を全面改訂.したものであり、造林行政稀、造林実務家の参考資料.となる。

〒107東京都港区赤坂4-3-5振替東京2-195298番念03-585-0087(代）
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写真が語る緑地の本質
10数万枚から厳選した珠玉の緑地景観

1枚1枚の写真が著者の緑地観を語る

全国民的見地からの緑地論の決定版／

0章緑のない風景
1章都市と周辺の緑化
2章都市の近郊緑地
S章自然公園
4章生産緑地
工章ユートヒー7ﾌを求めて
点描4'点を選び節説
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林業と
環境
カール･ハーゼル著

中村三省訳

現代西ドイツの林業政策論

林業先進国であると同時に工業国

で人口の多い西ドイツの林業政策

は、わが国の林業、林政を考察す

るうえで参考になることガ多い。

著者は、元ケッチンゲン大学教授

訳者は、国立杯試経営研究室長。

A5･356頁･上製●4.500円(〒実費）

1

駕

篭

』

で1

定
価
三
百
円
送
料
三
十
五
円

L

凋

細
い
詐
晒
鄙

一

唾一一
字

鶴
ア

、
戸

畷
ざ

』』

合一

一主 ■

漁 Ｊ
郎
晩
醗
遥
報
ｒ
悪

覇
鯉鯉 :灘 日本林業技術協会

画
℃


	表1
	表2
	1980年5月号目次
	論壇_「森林の未来像」への疑問一日本林学会大会特別企画シンポジウム「森林・林業・林産の未来像(Ⅱ)」に参加して―
	福岡県水源の森基金についてー緑と水の豊かな郷土をめざしてー
	地場産業の振興と未利用広葉樹の利用-神奈川県小田原地方の木製品を中心として-

	第91回日本林学会大会報告_林政
	第91回日本林学会大会報告_経営
	第91回日本林学会大会報告_立地
	第91回日本林学会大会報告_立地_ポスターセッション
	第91回日本林学会大会報告_造林（1）
	第91回日本林学会大会報告_造林（2）
	第91回日本林学会大会報告_造林_ポスターセッション
	第91回日本林学会大会報告_造林（3）
	第91回日本林学会大会報告_保護／保護・環境保全_ポスターセッション
	第91回日本林学会大会報告_防災
	第91回日本林学会大会報告_利用
	物語林政史11その1_実直長官の不慮死と頑固次長の失脚-御料林設定の長道中-

	ことざわの生態学14_根堀り葉掘り
	山・森林・人2_庄川流木事件と平野増吉翁_抜き難い樹脂の匂い
	Journal of Journals

	農林時事解説_昭和55年の木材需給見通しおよび主要木材の短期需給見直しを発表／統計にみる日本の林業_山村における人口の減少と過疎化／現代用語ノート_穀物メジャー
	ミクロの造形／本の紹介_日本の雪崩・雪崩学へのみち／こだま_三本の矢
	技術情報
	第27回森林・林業写真コンクール入選者名
	協会からのお知らせ
	奥付対向
	表3対向
	表3
	表4



